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序
　国土交通省では、平成 24 年度より、一般国道９号（大田・静間道路）の

改築事業に着手しています。この事業は、一般国道９号の隘路区間の解消、

緊急時の代替路線の確保、医療・観光・物流活動を支援することを目的と

して実施するものです。

　道路整備にあたり、埋蔵文化財の保護に十分留意しつつ関係機関と協議

を行っていますが、回避することのできない埋蔵文化財については、文化

財保護法に基づいて必要な調査を実施し、記録保存を行っています。本事

業においても、大田・静間道路建設地内にある遺跡について島根県教育委

員会の協力のもとに発掘調査を実施しました。

　この報告書は平成 28 年度に実施した、大田市静間町地内に所在する静間

城跡の発掘調査結果をとりまとめたものです。今回の調査では、大規模な

建物跡や貿易陶磁を含む多くの遺物も見つかっており、丘陵上に築かれた

居館的な機能を兼ね備えた山城であることがわかりました。本報告書がふ

るさと島根県の歴史を伝える貴重な資料として、学術並びに歴史教育のた

めに広く活用されることを期待します。

　最後に、当所の道路整備事業にご理解、ご支援をいただき、本埋蔵文化

財発掘調査および調査報告書の編纂にご協力いただきました地元の方々や

関係諸機関の皆様に対し、深く感謝いたします。

　平成 30 年６月　　　　

                                                    国土交通省中国地方整備局      

                                                       松江国道事務所長　鈴木　祥弘



序

　島根県教育委員会では、国土交通省中国地方整備局松江国道事務所から

委託を受けて、平成 28 年度から一般国道９号（大田静間道路）改築工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査を実施しています。本書は、平成 28 年度に実施し

た静間城跡の発掘調査成果をとりまとめたものです。

　今回の調査では、山城である静間城跡のほぼ全域を発掘調査いたしまし

た。山城全域を発掘した事例としては県内初であり、これまで城の斜面を

含めた調査事例も少なかったため、山城の全体構造を解明する上で大変有

益な調査となりました。

　また、山城の残りも非常に良く、大規模な建物跡や貿易陶磁を含む多く

の遺物も見つかっており、丘陵上に築かれた居館的な機能を兼ね備えた山

城であることが判明しました。

　これらの調査成果は島根県の歴史を明らかにする上で欠くことのできな

い貴重な成果であり、本書が地域の歴史や埋蔵文化財に対する理解と関心

を深める一助となれば幸いに存じます。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたりご協力いただ

きました国土交通省中国地方整備局松江国道事務所をはじめ、大田市教育

委員会、静間まちづくりセンター、地元住民の皆様並びに関係者の皆様に

厚くお礼申し上げます。

平成 30 年６月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県教育委員会

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　　鴨木　朗



例言
１．本書は、国土交通省中国地方整備局松江国道事務所から委託を受けて、島根県教育委員会が平

　　成28年度に実施した一般国道９号（大田静間道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、

　　大田市静間町地内に所在する静間城跡の成果をとりまとめたものである。

２．調査組織は次のとおりである。

調査主体　島根県教育委員会

平成 28 年度　現地調査

［事　務　局］　萩　雅人（島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長）、渡部宏之（総務課　

　　　　　　　長）、池淵俊一（管理課長）

［調査担当者］　今岡一三（調査第一課長）、阿部賢治（調査第一課嘱託職員）、坂根健悦（調

　　　　　　　査第一課臨時職員）、佐野木信義（同臨時職員）

成 29 年度　報告書作成

［事　務　局］　萩　雅人（島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長）、石橋　聡（総務課　

　　　　　　　長）、池淵俊一（管理課長）

［調査担当者］　今岡一三（企画幹）、阿部賢治（調査第二課嘱託職員）、角森玲子（同臨時　

　　　　　　　職員）

３．発掘調査及び報告書作成にあたっては、以下の方々、関係機関から御指導、御協力をいただい

　　た。（五十音順、所属・役職は当時）

　　［指導者］

井上寛司（島根県文化財保護審議会委員）、中井　均（滋賀県立大学文学部教授）、山根正明（元

松江市史料編纂室専門調査員）

［協力者］

岩名健太郎（静岡県教育委員会文化財保護課主査）、金澤雄記（島根県文化財保護審議会委員）、

重根弘和（岡山県立博物館学芸員）、静間まちづくりセンター、田中克子（NPO 法人アジア水

中考古学研究所理事）、西田宏子（公益財団法人根津美術館顧問）

４．発掘調査作業（安全管理、発掘作業員の雇用、機械による掘削、測量等）については、島根県

　　教育委員会が株式会社堀工務店へ委託した。

５．挿図中の北は、測量法による第Ⅲ平面直角座標系Ｘ軸方向を指し、座標系のＸＹ座標は世界測

　　地系による。また、レベル高は海抜高を示す。

６．本書で使用した第２図は国土地理院発行の 1/25,000 地図を使用して作成したものである。

７．本書に掲載した写真は、埋蔵文化財調査センター職員の協力を得て今岡が撮影した。

８．本書に掲載した遺構・遺物実測図の作成は、調査担当者が行い、遺物・遺構の浄書は整理作業

　　員が行った。

９．本書の執筆は、第３章の遺物概要及び第４章第２節を阿部賢治が行い、その他の執筆、編集は

　　今岡が行った。

10．本書に掲載した遺物及び実測図・写真などの資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センター（松

　　江市打出町 33 番地にて保管している。



凡　例

１．�本文、図版中の表に用いた遺構略号は次のとおりである。

　　SB：堀立柱建物、SD：溝、SX：墓その他の遺構、SK：土坑、SE：井戸　　

２．����本文、挿図、写真図版中の遺物番号は一致する。

３．遺物実測図の▲印は釉際を示す。

４．�本書で用いた遺物の分類及び編年観は基本的に下記の各論文、報告書を参考にした。

　　　　備前市教育委員会『備前窯詳細分布調査報告書』備前市埋蔵文化財調査報告 11　2013 年

　　　　愛知県史編纂委員会編　『愛知県史　別編　窯業 2　中世・近世　瀬戸系』　2006 年

　　　　中世土器研究会編　『概説　中世の土器・陶磁器』　真陽社　1995 年

　　　　太宰府市教育委員会　『太宰府条坊跡 XV －陶磁器分類編－』太宰府市の文化財第 49 集　2000 年

　　　　森田　勉　「14 ～ 16 世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究』2　1982 年

　　　　上田秀夫　「14 ～ 16 世紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁研究』2　1982 年

　　　　小野正敏　「15、16 世紀の染付椀、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』2　1982 年

　　　　瀬戸哲也「14・15 世紀の沖縄出土の中国産青磁について」『貿易陶磁研究』35 貿易陶磁研究会　2015 年

　　　　片山まび「高麗・朝鮮陶磁の概要」『山陰における高麗・朝鮮陶磁』山陰中世土器検討会　2017 年

５．�表紙の題字は飯塚敏員氏による。
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図版 25	  １．主郭 2 出土遺物　外 (4)

	   ２．主郭 2 出土遺物　内 (4)

図版 26	  １．主郭 2 出土遺物 (5)

	   ２．主郭 2 出土遺物 (6)

図版 27	  １．主郭 2 出土遺物 (7)

	   ２．主郭 2 出土遺物 (8)

図版 28	  １．主郭 2 出土遺物 (9)

	   ２．主郭 1・主郭 2(10)・１号炉出土遺物

図版 29	  １．主郭 2 出土遺物 (11)

	  ２．主郭 2 出土遺物 (12)

図版 30	  １．主郭 2 出土遺物 (13)

図版 31	  １．北郭包含層 1 出土遺物　外 (1)

	   ２．北郭包含層 1 出土遺物　内 (1)

図版 32	  １．北郭包含層 1 出土遺物　外 (2)

	   ２．北郭包含層 1 出土遺物　内 (2)

図版 33	  １．北郭包含層 1 出土遺物 (3)

	   ２．北郭包含層 1 出土遺物 (4)

図版 34	  １．SE01・SI01 出土遺物

	  ２．SI01・北郭包含層 2 出土遺物 (1)

図版 35	  １．北郭包含層 2 出土遺物 (2)

	  ２．北郭包含層 2 出土遺物 (3)
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図版 36	  １．北郭包含層２出土遺物 (4)

	  ２．北郭包含層 2 出土遺物 (5)
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静間城跡

第 1図　静間城跡の位置

第１章　調査に至る経緯と経過

第１節　調査の経緯
　一般国道９号は京都府京都市から山口県下関市に至る総延長約 750㎞で、山陰地方の諸都市を

結ぶ主要幹線道路である。このうち、島根県大田市周辺では急カーブや急勾配が連続する区間が多

く、重大事故が多発しやすい状況にある。通行止め時には大幅な迂回が必要となるなど、日常生活

及び経済活動に必要な交通機能が損なわれ、主要幹線道路としての機能に支障をきたしているとこ

ろであった。こうした状況のもと、交通混雑の緩和及び災害時の緊急連絡道路を確保するために、

大田市久手町から大田市静間町に至る延長 5.0㎞を結ぶ自動車専用道路が計画され、平成 24 年度

から「大田・静間道路」として事業着手されている。

　この計画・事業化にあたり、平成 25 年２月８日付け国中整松調設第 106 号及び平成 26 年２月

19 日付け国中整松調設第 94 号で国土交通省から島根県教育委員会に対して事業地内の埋蔵文化

財の有無について照会があった。これを受けて島根県教育委員会は大田市教育委員会の協力の下、

２度の分布調査を実施した結果、６箇所の遺跡と 39 箇所の要注意箇所を確認し、平成 26 年５月

13 日付け島教文財第 159 号で国土交通省に回答した。

　これらの結果を受けて、国土交通省と島根県教育委員会の間で適宜協議が行われ、事業予定地内

の埋蔵文化財の取り扱いについて具体的な検討を行ってきた。事業の早期推進と調査体制を強化す

るため、島根県教育委員会は大田市教育委員会と協議を行い、大田市が国道９号の交通状況改善の

ため早期の開通を働きかけてきた地元自治体として調査に協力することとなった。それを受けて、

大田市教育委員会は平成 26 年度に４箇所の試掘確認調査を実施した。その結果について平成 27

年４月に文化財保護法第 94 条第１項に基づく発掘調査実施の勧告が行われた。大田市教育委員会

は栗林Ｂ遺跡及び鯛渕遺跡の発掘調査を実施して、すでに報告書が刊行されている。

　平成 27 年度から調査は本格化し、島根県教育委員会は 22 箇所の試掘確認調査を行って、７箇

所の遺跡を確認した。この試掘確認調査の結果に基づき、平成 28 年３月 10 日付け国中整松一官

第 277 号で文化財保護法第 94 条第１項の規定による通知が国土交通省から文化庁長官あてに提

出された。それに対して平成 28 年３月 10 日付け島教文財第 120 号の 111 で島根県教育委員会
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教育長から記録保存のための発掘調査の実施が勧告された。

　上記の法的手続きに基づいて、島根県教育委員会では平成 28 年度から事業予定地内の発掘調査

を開始することとなり、本書掲載遺跡である静間城跡と平ノ前遺跡の２箇所の発掘調査と３箇所の

試掘確認調査を実施した。

第２節　調査の経過
　静間城跡は平成 27 年度に国庫補助事業による試掘確認調査を実施した。調査の結果、礎石建物

等の遺構や多量の遺物を確認したため、多数の建物跡等が存在しているものと想定された。発掘調

査は南側斜面以外ほぼ全域が対象となり、その調査面積は約 4,800㎡である。

　発掘調査直前の平成 28 年５月 10 日に元松江市史料編纂室専門調査員の山根正明氏の指導の下、

静間城跡の縄張り図の作成に取りかかった。その結果、主郭、北郭、帯郭の３つの郭で構成されて

いるものと考えられた。主郭は「Ｌ」字状の細長い平坦面であったことから、調査にあたっては西

側を主郭１、東側を主郭２として実施することとした。

　調査に際しては、排土置き場が主郭１・２の境にあたる北側斜面麓の１箇所のみであること、郭

以外は急斜面（切岸）のためベルトコンベアも使用不可という問題があった。そのため仮設シュー

ターを２基設置して対応することにし、シューターの移動等も鑑みて、主郭１、主郭２、北郭の順

で調査を進める方針となった。

　発掘調査は平成 28 年５月 20 日から平成 28 年 12 月 12 日まで実施した。主郭１では建物跡２

棟と土坑及び柱穴、主郭２では建物跡４棟と多数の柱穴を検出したが、夏季の調査であったことか

ら、遺構検出作業が困難を極めた。連日、丘陵麓の水路から水をポンプアップして水をまきながら

精査を続けた結果、上記の遺構を確認することができた。北郭においては建物跡２棟と鍛冶炉２基

の他、柱穴多数を確認した。また、調査開始時に設定したサブトレンチにより、中世遺構面の下

層に古墳時代の遺構が存在していることが判明していたため、古墳時代遺構面の調査前、10 月 27

日にラジコンヘリによる中世遺構面の空中写真撮影及び測量を実施した。その後、掘削を開始して、

竪穴建物跡２棟及び加工段３棟を検出することができた。それと併行して帯郭の調査も行ったが、

後世の掘削によって造り出された平坦面であることが判明した。その結果、静間城跡は２箇所の郭

で構成されていた可能性が高くなった。

　郭及び切岸の調査がほぼ終了した 12 月８日から主郭１、２の境の小平坦面に存在していた井戸

跡（ＳＥ０１）の断ち割りをバックホーで行った。岩盤が堅く深さ約 10 ｍまでしか掘削できなか

ったが、内部からは須恵器甕片と青磁片が出土し、山城に伴う井戸跡であることが確証された。そ

の間、９月 27 日には島根県文化財保護審議会委員の井上寛司氏、11 月 14 日には滋賀県立大学教

授の中井均氏の調査指導を受けた。７月 20 日には静間まちづくりセンター 40 名による遺跡見学

会を実施、10 月 15 日には現地説明会を開催し、約 100 名の参加があった。

　これらの調査はほぼ人力によりスコップ、鍬等を用いて掘り進め、切岸の調査には安全帯を装備

して転落防止に気をつけながら慎重に掘削を進めた。また、排土置き場に溜まった掘削土と斜面に

残った排土を搬出するためにバケットに平爪を装着したバックホーを使用した。

　遺構図の図化にあたっては、主に遺跡調査システム「サイト」を用いて測量し、出力後補正を行

った。また、出土遺物についても遺跡調査システムで出土位置を記録した上で取り上げた。遺構の
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写真は、原則として 35mm 一眼レフデジタルカメラで撮影し、必要に応じて記録保存のため６×

７判フィルムカメラによる撮影も行っている。

　遺物整理作業は現地調査と併行して行い、平成 29 年度から本格的な報告書作成作業を開始した。

遺物・遺構図面のトレース、写真加工、原稿執筆・編集作業等については Adobe 社製の Creative 

Cloud を用いて DTP 方式で行った。

　作業風景
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第２章　遺跡の位置と歴史的環境

　島根県大田市は、東西に長い県のほぼ中央に位置し、南には国立公園三瓶山や大江高山の火山群

があり、北は日本海に面している。三瓶山と大江高山火山群の間を流れて日本海に注ぐ三瓶川や静

間川の河口に沖積平野が認められ、海岸部には砂丘が発達している。　

　静間城跡は、大田市静間町の静間川左岸に位置する標高約 27 ｍの低丘陵に所在しており、北側

に日本海が眺望できる立地にある。

旧石器・縄文時代

　大田市域では旧石器時代の遺跡は今のところ確認されていないが、平成 26 年度に発掘調査が行

われた中尾Ｈ遺跡（４区）では、縄文時代早期から草創期に遡る可能性のある尖頭器が出土してい

る。今まで大田市域は三瓶山の厚い火山灰層に覆われているため旧石器時代の遺跡を検出すること

は困難だと考えられてきた中で、今後、資料の増加が期待される事例といえる。

　縄文時代の遺跡もまだ少ないものの、近年の調査量増加に伴い遺跡の発見も急増している。中尾

Ｈ遺跡では上記の尖頭器の他に多量の縄文土器も確認されており、後期が中心を占めるが、前期・

中期に遡る土器も含まれていた。この他に線刻によって絵を描いたとみられる石器や、大型石棒な

ども認められ、当時の精神世界を垣間見ることができる資料として注目される。

弥生時代

　弥生時代になると遺跡は増加する傾向にある。静間川下流域の平野部には前期の土器が見つかっ

た土江遺跡や八日市遺跡などが存在している。平成 28 年度に発掘調査が行われた栗林Ｂ遺跡では

前期の河道２本が検出され、河道内から環状杭列が確認されていることから、周辺に集落が営まれ

ていたことが想定されている。中期になると鶴山遺跡で土器が確認され、鳥井南遺跡では弥生時代

中期から古墳時代後期にかけての大規模な集落跡が発見されている。弥生時代の遺構には、焼失住

居が含まれているほか、塩町式土器が多数出土していることから、備後北部との交流が推測される。

また、後期の竪穴建物からは鉄製鋤先とともに多量の土器も出土している。平成 28 年度に発掘調

査を実施した平ノ前遺跡は弥生時代から古代の集落遺跡であることが判明した。弥生時代の遺構と

しては後期前葉の水路跡２条が検出されているが、この水路は静間川からの導水用施設の可能性が

高いとみられる。以上のように静間川周辺地域では弥生時代の遺跡が多く確認されており、最も早

く弥生社会に入った地域といえる。

古墳時代

　古墳時代の集落跡としては、平ノ前遺跡、鳥井南遺跡、市井深田遺跡などが知られている。平ノ

前遺跡では前期から後期にかけての竪穴建物跡の他に中期から後期頃の灌漑用水路跡が確認されて

いる。水路内からは多量の土器とともに金銅製歩揺付空玉１点が発見された。この空玉は朝鮮半島

製もしくは国内で製作された可能性が考えられ、当時の朝鮮半島との交流を窺い知ることのできる

貴重な資料といえる。鳥井南遺跡では人形や武器形、鏡、玉などの祭祀に関する土製模造品が出土

していることが注目される。市井深田遺跡は丘陵部に営まれた古墳時代後期から古代の集落跡で、

竪穴建物や掘立柱建物を建てた加工段が多数見つかっている。

　また、古墳時代の大田市域は、石見地方でも有数の横穴墓の密集地帯として知られている。特に
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第２図　静間城跡の位置と周辺の遺跡
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多く分布しているのは波根湖周辺の丘陵部であるが、海に面した静間町でも平山横穴や近藤浜横穴、

柿田立目後横穴群などが存在している。古墳としては垂水古墳の他に鳥井南遺跡でも規模は小さい

ものの、横穴式石室を有する古墳が数基確認されている。

古代

　古代になると平ノ前遺跡、市井深田遺跡の他に鯛渕遺跡などが知られるようになる。平ノ前遺跡

では３間×６間の規模をもつ大型の掘立柱建物跡や漆付着土器、墨書土器なども確認されており、

上述した古墳時代と併せて古代においても静間川下流域で重要な位置を占めていたものと推測され

る。鯛渕遺跡は平ノ前遺跡同様、静間川下流域に所在しており、柱穴群や溝などが確認されている。

遺物には刻書・墨書土器や土馬、漆付着土器など、官衙的な特色をもつ土器も含まれていた。その

立地から古代の交通や河川管理上に必要な地方官衙的な役割を担っていた可能性が高いと考えられ

ており、静間川対岸に位置する平ノ前遺跡と併せて静間川下流域の古代の様相が解明されることが

期待される。市井深田遺跡では海岸部では類例の少ない造り付け竈を持つ竪穴建物も発見されてお

り、古代における山間部と海岸部の交流を窺い知ることができる資料といえる。また、中尾Ｈ遺跡

（１・２区）からは「二斗一升二合」「石□」と読める木簡が出土しており、海産物のカメノテを貢

献する際の荷札木簡と推定されている。この他に円面硯や平安時代初期の須恵器が出土した八石遺

跡など、大田市域に官衙に関連する遺跡が多数存在することは注目されよう。

中世・近世

　戦国期になって石見銀山の開発が本格化されると、銀山の支配を巡って大内氏と尼子氏が争うこ

とになり、大田市東部では各所に山城や砦が築かれた。本書掲載の静間城跡周辺には稲用城が築か

れている。

　近世に入ると、静間川河口では前原家による静間鈩の操業が開始され、明治末まで稼業されてい

る。現地には金山彦を祀った祠の跡が残り、周辺の家々では石垣などに鉄滓や炉壁の破片が転用さ

れている様子が窺える。
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第３章　静間城跡

第１節　調査の概要
　静間城跡は大田市静間町に所在し、静間川左岸に位置する標高約 27 ｍの低丘陵上に築かれた山

城である。静間川に面する南側斜面以外のほぼ全域が調査対象範囲となり、調査面積は約 4,800㎡

であった。調査前の縄張り図（第３図）作成において３箇所の郭で構成されているものと考えられ、

丘陵頂部に位置する東西方向に延びる細長い平坦面を主郭、一段下がった平坦面を北郭、丘陵東裾

を廻る小規模な平坦面を帯郭とした。なお、主郭については「Ｌ」字状の平坦面を形成していたこ

とから、西側で南北方向に延びる平坦面を主郭１、東側に延びる平坦面を主郭２として調査を実施

している。

　主郭の堆積土は基本的に表土と遺物包含層に大別され、その厚さは約 20cm を測る。ただし、

主郭２の東端部等では厚い整地層が観察されており、山城を築くにあたり大規模な普請が行われた

と推測される。なお、主郭２の東端部分では旧表土の下層に古墳時代の遺構面が存在していること

も判明した。

　北郭は主郭に比べて堆積土が約 70cm と厚く、これは主郭を構築していた整地層等が崩壊して

流れ込んだものと考えられる。また、主郭２東端部分と同様に中世遺構面下層に古墳時代の遺構面

も存在していた。

帯郭は後世に地形が改変された可能性が高く、遺構、遺物とも確認されなかった。その結果から、

主郭と北郭の２箇所の郭で構成された山城と考えられる。

　中世遺構面で検出された遺構としては、多数の柱穴とともに掘立柱建物跡や礎石建物跡、土坑、

土塁、鍛冶炉跡等がある。主郭では掘立柱建物跡４棟と礎石建物跡２棟、土坑５基、土塁２基が検

出された。掘立柱建物跡は２間×２間の小規模なものから２間×５間の大規模なものまでが存在し、

大規模建物は両面または片面に庇が付属しているのが注目される。また、中には火災に遭った建物

跡も確認できた。これら掘立柱建物跡と比較すると礎石建物跡は２間×２間と基本的に小規模であ

り、倉庫等の用途が想定されようか。土塁は主郭の周囲を廻らず部分的に２箇所確認でき、両者と

も掘立柱建物跡と隣接する状況で存在していた。土塁１の南東隅では多数の飛礫石が置かれたよう

な状態で検出されている。この他にも飛礫石と推定できるものは土塁１の北東部分の表土下及び主

郭２の東端部分でも確認されているが、検出状況から推察すると後世に寄せ集められた可能性が高

い。北郭では掘立柱建物跡１棟と礎石建物跡１棟のほかに鍛冶炉跡２基を確認した。礎石建物跡は

根石を伴うもので、主郭で検出したものとは様相を異にしている。鍛冶炉跡は２基検出され、１号

炉の内部には多量の炭と鍛冶滓が含まれていた。

　遺物は包含層及び柱穴内から出土している。貿易陶磁である青磁・青花の供膳具や備前系の鉢類

や壺類が大半を占め、天目碗のほか茶臼や香炉と思われるものが少量含まれていた。これらの時期

は 15 世紀中葉～ 16 世紀前葉頃に位置づけられ、静間城の存続期間を示唆している。

　古墳時代の遺構としては竪穴建物跡２棟、加工段３棟が確認された。遺物包含層には古代の遺物

も混在していることからみれば、古墳時代から中世までこの丘陵が集落や城跡として営まれていた

ものと推測される。
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第２節　中世遺構の調査

１．主郭の調査

　主郭は丘陵頂部の標高約 27 ｍに位置する幅約６～ 20 ｍ、長さ約 95 ｍの東西方向に延びる細

長い平坦面である。前述したように西側を主郭１、東側を主郭２として調査を実施している。

　主郭の堆積土は第５・６図に示したように基本的に表土と遺物包含層に大別され、その厚さは約

20cm を測るが、第７図の主郭１・２境のセクションを見ると、郭平坦面から切岸にかけて 50cm

程度の厚さで土が堆積しているのが確認できる。また、第５図及び第 21 図のＳＸ０５横のセクシ

ョンを観察すると、斜めに下降する旧表土が認められている。第 10 図の主郭２東端側セクション

では表土下約２ｍの位置に古墳時代の遺構が存在しており、その上層の厚い堆積土は整地層である

ことが判明した。この整地は東側に向かって下降する斜面に、主郭東端部を整地するために削平し

た山頂部の掘削土を埋め立てて東側に延伸させている。第１層と第３層は土質が異なっていること

から、整地は２段階に分けて行われたことがわかる。このことは、山城を築くにあたり大規模な普

請が行われたことを示しており、南北及び東西方向に延びる丘陵の尾根頂部の掘削を行って、これ

ら丘陵の間や主郭東端部分等に盛土を施して東西に細長い主郭を造り出したものであろう。

　検出された遺構は掘立柱建物跡４棟と礎石建物跡２棟、土坑５基、土塁２基であり、礎石建物跡

は主郭２、土坑は主郭１のみで確認されている。

（１）建物跡

　建物跡として明瞭なものは６棟であった。主郭２では建物跡として復元できなかった柱穴も存在

しており、建て替えが行われたと推察されるものの、それを復元するまでには至らなかった。

ＳＢ０１（第 12図）

　ＳＢ０１は主郭１の北寄りで検出した２間×２間の建物跡で、南隣にＳＢ０４が存在している。

建物の規模は桁行、梁行とも４ｍ、柱穴間距離もいずれも２ｍを測る正方形の建物空間を持つ。Ｐ

５とＰ６の中間に柱穴が存在していると考えられたが、大きな切り株があるため確認することはで

きなかった。主軸方向はＮ－ 48°－Ｗとなっている。

　柱穴の平面形態は円形もしくは楕円形を呈しており、規模は長軸 30 ～ 60cm、短軸 20 ～

40cm、深さ 15 ～ 60cm を測る。Ｐ１・２・４・５では 20cm 前後の大きさの根石が認められている。

　建物の用途について明確には判断できないが、形状及び柱穴に根石を伴うことや主郭先端部とい

う配置状況などから櫓等の可能性が想定される。また、詳細な時期については遺物が出土していな

いため特定できない。

ＳＢ０２（第 13図）

　ＳＢ０２は主郭２の西寄りで検出した２間×５間の総柱建物跡で北側に庇を伴う。土塁２に接す

るように配置され、東には後述するＳＢ０３が隣接している。建物の規模は桁行 10 ｍ、梁行は 4.2

ｍであるが庇部分を含めると 5.1 ｍを測る。Ｐ７とＰ８の間の柱穴は何度精査しても確認すること

はできなかったが、柱穴間距離は桁行２ｍ、梁行 2.1 ｍと規則的な配列となっており、庇との間隔

は 0.9 ｍを測る。主軸方向はＮ－ 43°－Ｅとなっている。

　身舎を構成する柱穴の平面形態は円形もしくは楕円形を呈しており、その規模は長軸 30 ～
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105cm、短軸 30 ～ 80cm、深さ 40 ～ 80cm を測る。ＳＢ０１で確認されたような根石は検出

されなかった。庇の柱穴も円形及び楕円形の平面形態を呈するが、長軸 30 ～ 60cm、短軸 20 ～

50cm、深さ 20 ～ 58cm と身舎の柱穴よりも小さい傾向にある。

　片面庇付きの総柱建物という特異な建物跡であることから山城の中では重要な施設の可能性が考

慮される。

　遺物はＰ４から備前系の輪花鉢が出土している。

ＳＢ０２出土遺物（第 14図）

ＳＢ０２を構成するピット内より出土した遺物である。

1 は焼き締め陶器の輪花鉢である。丸味を帯びた胴部に輪花形の口縁がつく。口縁端部に指をか

けて外面を押さえて摘み出し、輪花の谷間には工具を軽く押し当てる。輪花は復元すると八方に摘

み出されるが間隔はまばらとなる。見込みから肩部にかけて細かな自然釉が降りかかる。緻密な胎

土で、白色粒子を少量含む暗褐色土と珪石が溶着する。紐作りで成形され、薄手の底板に厚手の器

壁を積み重ねている。肩部に継ぎ目がみられることから胴部と頸部を貼り合わせた可能性がある。

頸部は強く撫でつけられてくびれる。内外面は回転撫でで調整され、下位部分は箆状の工具で調整

する。器面の一部は細かく剥落しており、二次的な被熱を受けたものと思われる。推定される産地

は備前系である。備前市分類でⅤ A 期の製品に見られる緻密な胎土であることから、15 世紀末か

ら 16 世紀初め頃の年代観が想定される。

ＳＢ０３（第 15図）

　ＳＢ０３はＳＢ０２の東隣に位置する２間×５間の総柱建物跡で北側に庇を伴う。ＳＢ０２同様、

土塁２に接するように配置されている。建物の規模は桁行 10.8 ｍ、梁行 3.8 ｍであるが庇部分を

含めると 4.9 ｍを測る。柱穴間距離は桁行のＰ１～Ｐ６列をみるとＰ１・２・３間が 2.4 ｍ、Ｐ３・

４・５・６間が 2.0 ｍを測り、西側２間が若干長くなっている。他の３列も同様の値を示しており、

西側が長くなる構造をもっていたようである。梁行ではＰ 16 だけが少し南側にズレているが、1.9

ｍとほぼ均一の数値を示している。主軸方向はＮ－ 59°－Ｅである。

　身舎を構成する柱穴の平面形態は円形もしくは楕円形及び不整形なものが多く、他の柱穴と切り

合っているものも認められる。大きさも様々で長軸 30 ～ 120cm、短軸 30 ～ 70cm、深さ 20 ～

90cm を測る。ＳＢ０２同様に根石は確認されていない。庇の柱穴も円形及び楕円形を呈し、長軸

28 ～ 75cm、短軸 28 ～ 55cm、深さ 30 ～ 50cm を測り、身舎より若干小規模である。

　図示はしていないが、Ｐ３から北東にかけて炭を含む焼土層が確認されている。二次的な被熱を

受けた遺物も比較的多く出土していることから、火災に遭ったものと考えられる。

　ＳＢ０２同様に片面庇付きの総柱建物という特異な建物跡であり、重要な施設であったと考えら

れるが、配置状況等からみて２棟が同時併存していたとは考えにくい。柱穴及び周辺出土の遺物は

15 世紀中葉～ 16 世紀前葉の様相を示しており、16 世紀前葉頃に火災に遭ったことは間違いない。

それ以降の遺物は皆無であることから、ＳＢ０２が先行し、ＳＢ０３は後出するものと理解してお

きたい。

ＳＢ０３出土遺物（第 16図）

いずれもＳＢ０３を構成するピットの内部より出土した遺物である。主郭２と同様に出土遺物の

一部は火災と思われる二次的な焼成を受ける。
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１～３は青磁である。１は

青磁碗の上半部で、外面には

細蓮弁文が施文される。蓮弁

の単位は比較的意識されてい

る。灰白色を呈した胎土は粗

目で、貫入のある薄い青磁釉

を掛ける。上田分類の青磁碗

B- Ⅲ類ないし瀬戸分類の青

磁Ⅴ類新に比定され、年代観

は 15 世紀中葉頃になる。第

32 図 -7 と同一個体になる可

能性がある。２は青磁碗の上

半部で、外面には線描細蓮弁

文を施文する。弁先は若干の

角をもち、一部に乱れがある

ものの蓮弁の単位は比較的意

識されている。内壁面には二

条の波状文が線刻される。胎土は緻密で灰色を呈する。貫入の少ない薄い青磁釉を掛ける。上田分

類の青磁碗 B- Ⅳ類ないし瀬戸分類の青磁Ⅵ類古相に比定され、年代観は 15 世紀末頃になる。３

は青磁の稜花皿である。器壁は厚く、腰部で屈折して外反しながら立ち上がる。内口縁には三条の

波状文が線刻される。胎土は粗く灰色を呈している。貫入のある青磁釉が施釉される。博多におけ

る出土傾向から 15 世紀後半～ 16 世紀前半頃の年代観が想定される。１～３の推定される産地は

中国の龍泉窯系である。

４は口縁が外反する青花皿である。外面に渦状の唐草文崩し、内面に花樹状の文様が描かれる。

胎土は緻密で白色を呈する。推定される産地は中国の景徳鎮窯系である。小野分類の染付皿 B1 群

に比定され、年代観は 15 世紀後半から 16 世紀前半頃になる。第 29 図 5 とは文様構成が同じで

あることから同一個体になる可能性がある。

５は灰釉陶器の卸皿である。器壁は外開きに立ち上がり、内口縁に段を有する。口縁周りに灰釉

を施釉する。胎土は粗目で淡黄色を呈している。見込みには格子状の卸目が刻まれる。器表面は二

次的な焼成を受けて激しく剥落する。推定される産地は瀬戸美濃系である。藤沢編年の古瀬戸後期

Ⅳ期に比定され、年代観は 15 世紀後半代になる。

６は焼き締め陶器の輪花鉢である。厚手の器壁は丸味を帯びて立ち上がり腰部から頸部にかけて

内湾する。口縁は手捻りで外側へ摘み出し、輪花の谷間に箆状の工具で筋を入れる。見込みから肩

にかけて自然釉が降りかかり斑になる。灰色を呈した緻密な胎土で、肩部付近には８㎜大の小石を

含む。珪石分の少ない粘土で黒色粒子と白色粒子が溶着する。紐作り成形され、肩部付近に継ぎ目

がみられる。器面は粗く調整され、腰部に縄目状の圧痕が薄く付着する。器面の一部が細かく剥落

しており、二次的な被熱を受けたものと思われる。推定される産地は備前系である。全体的な作り

が備前市分類でⅣ B 期とされる壺に見られる雰囲気を備えることから、15 世紀中頃から 16 世紀
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第 14 図　SB02 出土遺物実測図

初頭の年代観が想定される。

７は土師皿の底部である。胎土は黄橙色で砂粒を少量

含む。見込み外周は指で撫でつけられて少し窪む。

８は石臼の上臼 ( 雌臼 ) である。形状は円柱形を呈し

側面から上面にかけて研磨される。芯木受けと供給口を

兼ねて中央部は開孔され、芯木を受ける内壁は磨滅して

いる。臼の上面を浅く彫り窪め、下面の擦り面は中心に

むかって若干のせり上がりをみせ、ふくみを成す。擦り

溝は主溝間の角度を 45°とした八分割で、主溝に平行す

る副溝を八本彫り、八分割八溝の構成となる。溝は中心

にむかって深く彫られ、擦り合わせ部分は浅くなる。擦

り面には同心円状の擦痕を伴っており、溝も彫り直され

る。石の材質は安山岩である。県内ではこの石材を使用

した石製品への加工がみられないことから他所より運び

込まれたものと思われる。二次的な被熱を受けて断面を

含めて全体的に変色し一部が黒色化している。

ＳＢ０４（第 17図）

　ＳＢ０４は主郭１でＳＢ０１の南隣で検出した２間×５間の掘立柱建物跡である。東西両面に庇

を伴い、土塁１に接するように配置されている。建物の規模は桁行 10 ｍ、梁行は４ｍであるが両

面庇部分を含めると 6.2 ｍを測り、山城の中では庇を含めると最大規模の建物となる。柱穴間距離

は桁行列のＰ１～Ｐ６列、Ｐ７～Ｐ 12 列、Ｐ 17 ～Ｐ 21 列、Ｐ 22 ～Ｐ 27 列ともにそれぞれ２

ｍと規格性のある配列となっている。南北の梁行列も２ｍとなっているが、Ｐ９～Ｐ 19 列の中間

にはＰ 15、Ｐ 10 ～Ｐ 20 の中間にはＰ 14 が存在している。深さは約 20cm と浅いが、これらが

ＳＢ０４を構成する柱穴であるならば、建物内の間仕切りに伴うものと推測される。主軸方向はＮ

－ 41°－Ｗである。

　身舎を構成する柱穴の平面形態は円形及び楕円形を呈するものが多く、規模は長軸 40 ～

110cm、短軸 40 ～ 58cm、深さ 40 ～ 80cm を測る。ＳＢ０１同様に柱穴内に根石の認められ

るものも存在している。庇の柱穴も円形及び楕円形を呈し、規模は長軸 30 ～ 90cm、短軸 30 ～

65cm、深さ 30 ～ 75cm を測り、身舎とほぼ同規模のものといえる。

　山城の中では両面庇を伴う特異なものであること、庇を含めると最大規模の建物になることなど

を勘案すれば、主殿等、山城の中心的施設であった可能性も想定される。詳細な年代については遺

物が出土していないため特定できない。

礎石建物跡１（第 18図）

　礎石建物跡１は主郭２でＳＢ０３の北東側で検出された礎石建物である。現存する礎石は７個あ

り、現状では２間×２間の建物跡の様相を呈している。礎石の形状は扁平で円形もしくは隅丸長方

形に近く、規模は長軸 38 ～ 48cm、短軸 30 ～ 40cm、厚さ 16 ～ 24cm を測る。建物の規模は桁行、

梁行とも３ｍを測る正方形の建物空間を持つ。礎石間の距離は礎石１から２、礎石３から４、礎石
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第 16 図　SB03 出土遺物実測図

４から５、礎石６から７とも１ｍと均一になっている。このことから推測すれば本来は３間×３間

の建物であったことも想定される。主軸方向はＮ－ 24°－Ｗである。

　礎石３～５周辺にはＳＢ０３で確認された炭を含む焼土層が広がっており、礎石５には被熱した

痕跡が認められることから、ＳＢ０３と同時に火災に遭った可能性が高い。そうであればＳＢ０３

と併存していたものと思われる。

　用途については櫓や倉庫跡等が想定されるが、周辺からは茶臼や青磁の供膳具、備前系の鉢や壺

を含む遺物が多く出土する状況から、倉庫跡と考えた方が妥当であるかもしれない。

礎石建物跡２（第 19図）

　礎石建物跡２は主郭２でＳＢ０３の東隣で検出された礎石建物であるが、南側が調査区外となる

ため全形は明らかではない。現存する礎石は４個であり、現状では１間×１間の建物跡の様相を

呈している。礎石の形状は礎石建物跡１とほぼ同様である。規模は長軸 45 ～ 50cm、短軸 34 ～

46cm、厚さ 16 ～ 18cm を測る。建物の規模は桁行で２ｍ、梁行で１ｍを測る。礎石間の距離が
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礎石１と２、礎石３と４と

もに１ｍであることから推

測すれば礎石建物跡１と同

様な形態をしていた可能性

も考慮される。主軸方向は

Ｎ－ 28°－Ｗである。

　用途については礎石建物

跡１同様に倉庫跡の可能性

が想定される。詳細な年代

については遺物が出土して

いないため把握し難いが、

仮に礎石建物跡１と同時併

存していた場合、配置され

た位置関係から察すると、

ＳＢ０３の火災時に同時に

焼失している可能性が高い

と考えられる。しかし、火

災の痕跡は認められないた

め、同時併存の可能性は低

いであろう。従って、礎石

建物跡１より先行する時期

と理解しておきたい。

（２）土坑

　柱穴以外の用途不明な土

坑をＳＸとして調査を行っ

た。５基確認されたがすべ

て主郭１から検出されてい

る。平面形態は円形や隅丸

方形状のものなどがあり、

その規模も１ｍ以上のもの

が大半を占める。

ＳＸ０１（第 20図）

　ＳＸ０１はＳＢ０４の東

隣で検出した。平面形態は

隅丸方形状を呈しており、

規 模 は 長 軸 2.7 ｍ、 短 軸

2.3 ｍ、深さ 38cm と比較
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的大きな土坑である。覆土

は橙褐色土の単層となって

いる。土坑底面には 20cm

前後の大きさの石が数点と

図示できなかったが土師質

土器の皿１点が確認されて

いる。

　年代については山城に伴

うものと考えられるが、そ

の性格については明らかに

しがたい。

ＳＸ０２（第 21図）

　ＳＸ０２はＳＸ０１の東

約２ｍの位置でＳＸ０５を

切る状況で確認された。平

面形態は円形に近く、径約

１ｍ、深さ 18cm を測る。

覆土は赤褐色粘質土の単層

である。

　内部から遺物が出土していないため、年代及び性格については判断できなかった。

ＳＸ０３（第 22図）

　ＳＸ０３はＳＢ０１の北側約 1.5 ｍの位置で検出した。平面形態は不整形で東側は消失している。

規模は長軸４ｍ以上、短軸約２ｍ、深さ 15cm を測る。覆土は暗黄褐色土の単層である。底面中

央付近に径 10cm 程度の浅いピットが認められている。

　内部から遺物が出土していないため、年代や性格については判断することができなかった。

ＳＸ０４（第 23図）

　ＳＸ０４はＳＸ０３の北隣で検出した。平面形態は楕円形に近く、規模は長軸 2.5 ｍ、短軸

85cm、深さ 16cm を測る。覆土は黄褐色土の単層である。

　内部から遺物が出土していないため、年代や性格については判断することができなかった。

ＳＸ０５（第 21図）

　ＳＸ０５は北側をＳＸ０２に、東側を調査のためのサブトレンチによって切られた状態で検出さ

れた。残存部分から判断すれば円形もしくは楕円形の土坑といえる。残存長は最大で 2.5 ｍ、深さ

22cm を測る。覆土は橙褐色土の単層である。

　他の土坑同様、遺物が出土していないため、年代や性格については判断することができなかった。

（３）土塁

　土塁は主郭の周囲を廻らず部分的に２箇所確認されている。主郭１のＳＢ０４の西側に隣接する

のを土塁１、主郭２でＳＢ０２・０３の南側に隣接するものを土塁２としている。
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土塁１（第 24・25図）

　主郭１の南西部分に配置されている。西側は切岸により急峻な斜面となり、東側は緩やかに傾斜

して主郭平坦面へと至る。調査前は長さ約９ｍ、最大幅約６ｍ、高さ約 1.3 ｍの高まりであったた

め、当初は櫓台と考えていた。調査の結果、長さ約 10 ｍ、幅約４ｍ、高さ約１ｍの土塁であるこ

とが判明した。土塁は地山を削り出して、その掘削土を地山上部に盛土して構築されていたものと

推察され、東側に厚く堆積している黄褐色土、黄灰色土、暗黄褐色土などはそれが崩落したものと

理解される。南東隅には多数の投石用の飛礫石が置かれたような状態で検出されている。

飛礫石出土状況（第 26図）

　土塁１の南東隅を平坦に削り出した部分に 15cm 前後の大きさの川原石が置かれたような状態

で検出された。これらは積み上げられたというより、2.5 × 2.0 ｍの範囲に敷き並べたような状況

であった。このような出土状況から土塁の補強とは考えられず、投石用の飛礫石と判断した。
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第 23 図　SX04 実測図

土塁２（第 27図）

　主郭２の南辺中央付近で東西方向に延びる状況で配置され

ているが、その大半は調査区外となっている。調査前の規模

は長さ約 18 ｍ、幅５ｍ以上、高さ約 80cm を測る。土塁１

同様に地山削り出し成形で、ＳＢ０２・０３側に盛土の崩落

土が堆積している。崩落土除去後の土塁壁面は垂直気味に立

ち上がり、その高さは約１ｍを測る。

主郭１遺物出土状況（第 28図）

　遺物はＳＢ０４の中央付近からＳＢ０１手前側にかけて集

中して出土している。その大半はＳＢ０４に関わるものと考

えられ、ＳＢ０１内ではほとんど認められていない。このこ

とは建物の性格を反映しているのかもしれない。遺物には青

磁・青花の貿易陶磁や備前系陶器などが認められたが、細片

が多数を占めており図化できたものは少ない。

主郭１出土遺物（第 29図）

１～４は青磁である。１は口縁が直口する青磁碗で、口縁

外帯に雷文の崩しが箆描きされ、胴部には蓮弁らしき線刻が

施文される。淡い緑色の青磁釉を薄掛けし、胎土はやや粗目で灰色を呈する。上田分類の青磁碗 C

Ⅱ類ないし瀬戸分類の青磁 V 類新相に比定され、年代観は 15 世紀中葉頃になる。２～３は青磁の

稜花皿で、内口縁に三条の波状文が線刻される。２は貫入のある青磁釉を施釉し、胎土はやや粗目
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第 24 図　土塁 1調査前実測図

で灰白色を呈する。瀬戸分類の青磁Ⅵ類古相に比定され、年代観は 15 世紀末頃になる。３は見込

みに二重圏線を線刻し、その内側に印花で花文を捺す。透明性のある青磁釉を施釉し、畳付けから

高台内部を軽く拭き取る。胎土はやや粗目で灰白色を呈する。第 32 図 10・13 と同一個体になる

可能性がある。４は折縁の青磁盤である。折縁の内側は浅く彫り込み、口縁端部は玉縁状に厚みを

帯びる。内面には放射状の鎬を入れる。青磁釉を二度掛けして深い緑色に発色させる。灰白色を呈

する胎土は粗目である。瀬戸分類の青磁Ⅴ類新相に比定され、年代観は 15 世紀中葉頃になる。釉

調および器形の歪みに若干の違いがあるが、第 50 図 4 と同一個体になる可能性がある。1 ～ 4 の

推定される産地は、中国の龍泉窯系である。

５は口縁が外反する青花皿である。文様は外面に渦状の唐草文崩し、内面に十字花文が配される。

畳付け部分の釉を削り取り、少量のアルミナ砂が付着する。胎土は白色を呈する。推定される産地

は中国の景徳鎮窯系である。第 16 図 4 と同一個体になる可能性があり、年代観も同じである。

６は焼き締め陶器の擂鉢である。口縁部は屈曲して内向きに均等な厚さで立ち上がり、下帯がや

や突出する。口縁下の器壁に重ね焼き痕と、底部にロクロ盤の痕が転写する。内壁面には八条を単

位とする擦目が間隔をあけて放射状に入れられ、擦面は使い込まれて磨滅する。胎土は外表面が灰

色で内部が灰赤色を呈しており、砂粒を少量含む。断面にみえる継目から底板に器壁となる粘土紐

を積み上げた様子が伺える。推定される産地は備前系である。備前市分類のⅣ B-3 期に比定され、

年代観は 15 世紀後半から 16 世紀初頭頃になる。

７は瓦質土器の浅形火鉢である。平面は円形を呈する。体部は内湾し、口縁端部は内側に延びて



30

28.0ｍ

土塁１
飛礫石

SB04

(S=1:100)

0 5m
第 25 図　土塁 1完掘状況図　　

28.0m

切株　

(S=1:40)

0 2m

第 26 図　土塁１・飛礫石出土状況図



31

2

21

3 4

1. 赤橙褐色土

2. 黄褐色土

3. 暗褐色土

4. 赤橙褐色土 ( 炭化物を少量含む )

5. 地山

土
塁
２

28.0m

(S=1:40)

0 2m
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平坦となる。器壁の側面は磨かれており滑らかに調整される。底部には足を貼り付ける。胎土は淡

黄褐色を呈し、砂粒を微量に含む。

８は赤めのう製の勾玉である。

主郭２遺物出土状況（第 30図）

　各建物跡を中心にして出土しているが、その多くは火災の影響であろうかＳＢ０３周辺に集中し

ており、出土遺物には二次的な焼成を受けたものが多く認められた。貿易陶磁である青磁や青花、

備前焼の鉢類や壺・甕などが一定量出土している。そのなかには天目碗のほか、茶臼や香炉を思わ

せるものが含まれており主郭 1 と様相を異にする。

主郭２出土遺物（第 31～ 41図）

　第 31 図は主郭形成時に下層の包含層等が掘削されて混入した須恵器である。１・２は坏で２は

高台を有し、いずれも底部外面に回転糸切り痕が残る。３は小形の𤭯で肩部がよく張り、底部に回

転糸切り痕が残る。４は甕の口縁部で端部は外反してのびる。

第 32 図 1 ～第 33 図 1 が貿易陶磁で、白磁・青磁・青花の中国磁器を中心として、陶器では天

目碗や朝鮮半島の舟徳利などが見つかっている。

第 32 図１～ 25 が磁器である。１～４は白磁である。１は小形の白磁皿で、器壁は僅かに内湾

して立ち上がる。見込みは蛇の目状に釉剥ぎしており、釉薬とともに磁胎を薄く削り取る。透明釉

を畳付けの外際まで施釉し、高台内を露胎とする。高台の中心は削り残しが兜巾状にせり上がる。

胎土は緻密で白色を呈し、黒色粒子を微量に含む。２・３は白磁の平形皿で、器壁は外開きに立ち

上がる。畳付けは対角に四カ所を残して抉りとり、見込みに重ね焼きの痕が残る。２は透明釉を総

掛けし、畳付け部分の釉薬を剥ぎ取る。高台内は平滑に仕上げられ、高台脇を小さく面取する。緻

密な胎土で白色を呈する。３は細かな貫入の入る透明釉を内面から腰部にかけて施釉し、底部を露

胎とする。高台内は削り出し成形の痕を調整していない。器壁には重ね焼きの痕が上下に付着する。

緻密な胎土で白色を呈している。全体的に被熱で変色しており、二次的な被熱を受けたものと思わ

れる。高台内の調整や釉調からみて２よりも３が粗製となる。1 ～ 3 の推定される産地は中国福建

省の邵武窯が指標とされる。森田分類の D 群に比定され、年代観は 15 世紀後半頃になる。4 は口
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第 28 図　主郭 1遺物出土状況図　　

縁端部が内湾する白磁皿である。高台内が滑らかに成形される。胎土は緻密な灰白色を呈し、細か

な貫入のある透明釉を総掛けして畳付け部分を剥ぎ取る。全体的に被熱で変色しており、二次的な

被熱を受けたものと思われる。推定される産地は不明であるが、朝鮮半島の軟質白磁かもしくは中

国産の可能性が考えられる。
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５～ 20 は青磁である。５は口唇部がやや膨らんで玉縁になる青磁碗である。外口縁に雷文、見

込みに花弁状の印花を施す。灰白色を呈した胎土は緻密で、貫入のある青磁釉を薄掛けする。熱を

受けて釉調は退色しており、二次的な被熱を受けたものと思われる。上田分類の青磁碗 C Ⅱ類な

いし瀬戸分類の青磁 V 類新相に比定され、年代観は 15 世紀中葉頃になる。６～８は外面に細蓮弁

文が施文される青磁碗である。６の蓮弁は縦線が弁先に達するものの位置がずれ、蓮弁としての単

位はあまり意識されていない。貫入のある青磁釉を薄掛けし、粗目の胎土は灰白色を呈する。７の

蓮弁文は弁先の谷間と縦線が位置を合わせて接続するものの幅は一定感を欠く。貫入のある青磁釉

を薄掛けし、胎土は粗目で灰白色を呈する。高台周りから腰部にかけて箆削り調整される。断面の

一部に漆が付着することから、漆継ぎを行ったものと思われる。第 16 図 1 と同一個体になる可能

性がある。８は蓮弁としての単位は意識されており、蓮弁の谷間と縦線は接続してほぼ均等な幅と

なる。見込みには浅広の圏線に花文の印花を捺す。貫入の細かな青磁釉を薄掛けし、高台内側の途

中まで施釉する。畳付け外縁端部を面取りして、高台内は削り残しが兜巾状にせり出す。火熱を受

けて釉調が退色することから、二次的な被熱を受けたものと思われる。胎土は比較的緻密だが、火

を受けて灰色からにぶい橙色に変色している。6 ～ 8 は上田分類の青磁碗 B- Ⅲ類ないし瀬戸分類

の青磁Ⅴ類新相に比定され、年代観は 15 世紀中葉頃である。９の外面には線描細蓮弁文が施文さ

れる。弁先と縦線は連動しておらず、蓮弁としての単位はあまり意識されていない。内面に線刻で

花弁文、見込みには印花で花文を施す。畳付けの外縁端部は面取りされる。高台内には削り残しが

兜巾状にせり出し、小形の焼台を置いた痕が付着する。貫入のある青磁釉を高台の内側面まで施釉
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第 31 図　主郭 2出土遺物実測図 (1)

し、高台内は露胎とする。釉調は透明度が高く発色が良好である。緻密な胎土は灰白色を呈する。

断面の一部に漆が付着することから、漆継ぎを行ったものと思われる。上田分類の青磁碗 B- Ⅳ類

ないし瀬戸分類の青磁Ⅵ類古相に比定され、年代観は 15 世紀末頃になる。10 ～ 18 は青磁の稜花

皿である。器壁は腰折れで外反気味に立ち上がり、口縁端部は稜を持つ。10 ～ 16 は内口縁に三

条の波状文が線刻される。10 は貫入のある青磁釉を施釉する。灰色を呈した胎土は比較的緻密で

ある。11 は不透明な青磁釉を施釉し、胎土はやや粗目で灰色を呈する。12 は不透明な青磁釉を掛

けるが、火膨れをおこして一部に気泡が生じる。胎土は粗目で灰色を呈する。13 は貫入のある青

磁釉を施釉し、胎土は比較的緻密で灰色を呈する。14 は内口縁に幅がある波状文を施文する。褐

色を帯びた青磁釉を畳付け付近まで施釉し、高台内は露胎となる。胎土はやや粗目で暗灰色を呈す

る。15 と 16 の内壁面の線刻文様は不明である。15 は不透明な青磁釉を高台の内側面まで施釉し、

高台内を蛇の目釉剥ぎとする。胎土はやや粗目で灰色を呈している。16 の見込みには圏線内に印

花で花文を捺す。貫入のある青磁釉を高台の内側面まで施釉し、高台内を蛇の目釉剥ぎとする。胎

土は比較的緻密で灰色を呈する。17 の見込みは重ね焼きのために見込みの一部の釉を薄く削り取

り、このとき磁胎とともに圏線の一部を削り取る。貫入のある青磁釉を畳付けまで薄掛けし、露胎

となる高台内は削り残しが兜巾状にせりあがる。釉薬の発色は悪く若干褐色を帯びる。胎土は粗目

で灰色を呈する。18 は見込みの一部が無釉部分として丸く残る。器壁には圏線が浅く線刻される。

貫入のある青磁釉を畳付けの外際まで薄掛けし、露胎となる高台内は削り残しが兜巾状にせりあが

る。釉調は火熱を受けて退色していることから、二次的な被熱を受けたものと思われる。胎土は比

較的緻密であるが、火熱を受けてにぶい橙色に変色する。11 と 12、10 と 13 と第 29 図 2 は、釉

調と胎土が近似することから同一個体の可能性がある。博多における出土傾向から 15 世紀後半～

16 世紀前半の年代観が想定される。19 は瓶ないし香炉と思われる細片である。外面には淡緑色に

発色する青磁釉が施釉され、内面は無釉となる。胎土は緻密で灰白色を呈する。20 は壺の口縁部

分で、端部は外反する。内外面に貫入のある淡緑色の青磁釉が施釉され、胎土は緻密で灰白色を呈

する。5 ～ 20 の推定される産地は中国の龍泉窯系であり、釉調の発色が悪い 16 ～ 18 は閩江周

辺の窯で作られた可能性も考えられる。

21 ～ 25 は青花である。21 は口縁が外反する青花碗である。器壁は内湾しながら立ち上がる。

顔料の発色は異なり、圏線は若干黒味を帯び、見込みの文様は水色を呈する。口縁端部に口銹を施す。

胎土は緻密で灰色を呈する。22 は口縁が外反する青花小杯である。文様は口縁の内外に圏線を配

し、外面に梅月文を描く。胎土は緻密で白色を呈し、微量の砂粒を含む。23 は口縁が外反する大
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第 36 図　主郭 2出土遺物実測図 (6)

振りの青花碗である。器壁は緩やかに内湾しながら立ち上がり、高台は貼り付けられる。貫入のあ

る透明釉が畳付けを除いて施釉される。文様は外面に花唐草文、内口縁に四方襷文、見込みは二重

圏線内に唐草文を描く。胎土は緻密で白色を呈する。断面の一部に漆が付着することから、漆継ぎ

を行ったものと思われる。胎土や釉調の一部は火熱により退色しており、二次的な被熱を受けてい

る。21 ～ 23 は小野分類の染付碗 B 類に比定され、年代観は 15 世紀中頃～後半頃になる。24 ～

25 は口縁が外反する青花皿である。24 は口縁部分で内外面に透明釉が施釉されるが、内面は僅か

に火脹れをおこす。文様は内口縁に幅広の圏線、外口縁に圏線と草花繋ぎが描かれる。胎土は緻密
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第 37 図　主郭 2出土遺物実測図 (7)

で灰白色を呈する。25 の文様は内口縁に二重圏線、外口縁に圏線を配して唐草文を描く。胎土は

緻密で白色を呈する。24・25 は小野分類の染付皿 B1 群に比定され、年代観は 15 世紀後半から

16 世紀前半になる。21 ～ 25 の推定される産地は、中国の景徳鎮窯系である。

第 32 図 26 ～第 36 図２は陶器である。26 は天目碗で、高台脇に小さな面をもち器壁は外開き

に立ち上がる。内面から腰部にかけて黒釉を施釉し、腰部以下を箆削りする。高台の外縁端部を面

取りし、高台内を半月状に薄く削り取る。胎土は緻密で灰白色を呈する。断面の一部に漆が付着す

ることから、漆継ぎを行っていたものと思われる。推定される産地は中国福建省の南平茶洋窯が指

標とされる。

第 33 図１は舟徳利である。下膨れの胴部に喇叭口が取りつく。頸部内面から外面にかけて褐釉

が薄く施釉され、底部は無釉となる。頸部と底部の二か所に継ぎ目がみられる。頸部以上と腰部以

下には回転撫での調整痕、胴部の内面に青海波状の押さえ痕が残る。底部は紐作り成形、胴部を叩

きで成形し、轆轤成形した頸部を貼り合わせたのではないかと思われる。胴部の内面が貼り合わせ

付近で波打つことから絞りを加えた形跡がある。薄造りとするために部位ごとに成形方法を変えた

可能性が考えられる。底部には貝目跡が認められ、二枚貝の片半を伏せて焼台としている。胎土は

緻密で灰褐色を呈する。推定される産地は朝鮮半島である。島根県内における出土傾向から 15 世

紀後半～ 16 世紀前半代の年代観が想定される。

２～４は焼き締め陶器である。２は輪花鉢である。肩が張る胴部に輪花形の口縁が取りつく。口

縁端部に指をかけて外側を押さえながら摘み出しており、輪花の谷間には箆状工具を押し当てて縦

筋を入れる。輪花の間隔はまばらである。内壁から肩部にかけて細かな自然釉が降りかかる。灰赤
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色を呈した緻密な胎土で、砂粒を含む暗褐色を呈した珪石が溶着する。肩部には継ぎ目がみられる

ことから、頸部以上を貼り合わせたものと思われる。頸部は強く撫でつけてくびれをだし、肩部に

は一重の沈線が廻らされる。腰部は横撫で調整し、部分的に縦方向に撫であげる。第 14 図 1 と同

様に、備前市分類でⅤ A 期に見られる胎土を呈していることから、15 世紀末から 16 世紀初め頃

の年代観が想定される。３は筒形の鉢である。器壁はほぼ垂直に立ち上がる。器面には浅く轆轤目

がつき底部以下を箆削りする。内面から口縁にかけて薄く自然釉が降りかかる。胴部下半には布帛

で拭き上げた痕や縦向きの撫でが部分的にみえる。内面は回転撫でで調整する。器壁に現れた粘土

の継ぎ目の痕から、底板に器壁となる粘土紐を巻き上げて成形したことがわかる。口唇部はやや内

傾して平滑に仕上げられる。褐灰色を呈した胎土は緻密で、白色粒子を少量含む。器面は全体的に

還元がかかった暗灰色を呈する。内壁面に剥落がみられることから、二次的な被熱を受けたものと

思われる。底部付近は備前市分類でⅣ B 期からⅤ A 期にかけての鉢類に見られる特徴を有し 16 世

紀前半代の年代観が想定される。４は丸形の鉢である。器壁はやや内湾気味に立ち上がり、上端部

分が垂直方向に折れる。口唇部を平坦にして、底面を平滑に仕上げる。器面には浅い轆轤目がつ

き、底部以下を箆削りする。器壁の上部には重ね焼き痕が認められる。内面には軽く自然釉が降り

かかり、見込みに自然釉の小塊が付着していることから、窯詰めの一番上に置かれたものと思われ

る。胎土はやや粗目で黄灰色を呈し、黒色粒子を微量に含む。内面が若干剥落しており、二次的な

被熱を受けたものと思われる。第 33 図５～第 34 図５は擂鉢である。第 33 図５は擂鉢の口縁部で、

端部を内寄りに延ばして面をもち、下端が突出する。内面には擦り目の先端が入るが単位は不明で

ある。灰赤色を呈した胎土は緻密であり、５mm 以下の砂粒を比較的多く含む。６は擂鉢の上半部

である。口縁端部を均一の幅で延ばして、下端を突出させる。口唇部に重ね焼きの痕が付着し、内

面に九条を単位とする擦り目を入れる。緻密な胎土で外面側は灰色で内部は灰赤色を呈し、器面は

酸化炎により赤褐色となる。第34図１は擂鉢の上半部である。口縁端部は上に延びて若干内傾する。

接合しないが同一個体と思われる注ぎ口部分が出土する。口唇部と口縁下の器壁には重ね焼きの溶

着痕がつく。内面には十条を単位とする擦り目が間隔をあけて入れられる。内口縁の際に二～三条

の沈線が入る。見込み周辺は使い込まれて摩滅する。灰赤色を呈した緻密な胎土で、白色粒子を微

量に含む。２は注口をもつ擂鉢である。器壁は外開きに立ち上がり、上半がやや外反する。内傾し

た口縁の端部は均一の幅で上方に延ばし、下端が突出する。注口は口唇部と口縁下に指をかけて手

前に引き出す。口唇部と口縁下の器壁には重ね焼きの溶着痕がつき、口縁の周りに自然釉が軽く降

りかかる。内面には間隔をあけた十条を単位とする擦り目を入れるが、口縁下まで達しない。見込

み周辺はよく使い込まれて磨滅する。灰赤色を呈したやや粗目の胎土で 10㎜以下の小石を少量含

む。３は擂鉢の口縁部である。口縁の端部を均一の幅で上方に延ばし、下端が僅かに突出する。灰

色を呈した緻密な胎土で黒色粒子を微量に含む。口縁下には重ね焼きの痕が残る。４は注口のつく

擂鉢である。器壁は外開きに立ち上がる。口縁の端部を均一の幅で上方に延ばして面を持つ。口縁

の下端は若干突出する。口縁外帯付近に軽く自然釉が降りかかる。器壁は轆轤目が目立ち、外面の

一部は底部から上に向けて軽く拭き上げる。注口は口唇部と口縁下に指をかけて手前に引き出す。

内面には九条を単位とする擦り目をやや斜め方向に間隔をあけて入れるが口縁下まで達していな

い。見込み周辺はよく使い込まれて磨滅する。破片の一部は火熱を受けて煤が付着しており、二次

的な被熱を受けたものと思われる。口唇部と口縁下の器壁には重ね焼きの痕が残る。赤褐色を呈し



43

た緻密な胎土で、4㎜以下の小石を小量含む。５は擂鉢の上半部である。口縁の端部を均一の幅で

内よりに延ばして面をもつ。内壁面には十条を単位とする擦り目が間隔をあけてやや斜め方向に入

れられる。浅黄色を呈した胎土はやや粗目で黒色粒子を少量含み、器面は酸化炎により淡褐色を呈

する。外面の一部は底部から上に向けて軽く拭き上げる。第 33 図 5・第 34 図 3 は備前市分類の

Ⅳ B-3 期に比定され、年代観は 15 世紀後半～ 16 世紀初頭頃になる。第 33 図 6・第 34 図 1・2・

4・5 は備前市分類のⅤＡ期に比定され、年代観は 15 世紀末から 16 世紀前半頃になる。第 35 図

１は倒卵形の短頸壺で、最大径は上部にある。頸部は短く、口縁端部は外側に折り曲げて玉縁とする。

器壁にみえる粘土の継ぎ目から、底板の上に粘土紐を巻き上げて成形したことがわかる。器壁には

浅めの轆轤目がつき、胴部に一条の沈線が廻らされる。肩部に縄目状の耳を貼り付けており、位置

から双耳になるものと思われる。底部から胴部にかけて部分的に軽く拭き上げ、口縁から底部の一

部には軽く自然釉が降りかかる。外側は灰色、内部は灰赤色を呈した緻密な胎土で、白色の粒子や

小石大の長石を少量含む。内面は激しく剥落しており、二次的な被熱をうけたものと思われる。備

前市分類のⅤＡ期に比定され、15 世紀末から 16 世紀前半代頃になる。２は肩の張る倒卵形の壺

で最大径は上部にある。頸部は外開きに立ち上がり、口縁を外側に折り曲げて玉縁とする。肩には

粘土紐の耳を貼り付けるが数は不明である。器壁は回転撫でで調整され、部分的に底部から胴部に

かけて拭き上げる。灰色を呈した粗目の胎土で、15㎜以下の小石や砂粒を含む。口縁から肩部か

けて自然釉がかかり、内面には軽く自然釉が降りかかる。内面の一部が剥落していることから、二

次的な被熱を受けたものと思われる。備前市分類のⅣ B 期に比定され、年代観は 15 世紀中頃から

16 世紀初頭になる。第 36 図１は倒卵形の短頸壺で最大径は上位にある。口縁部を外側に押さえ

て嘴状に張り出させる。器壁には轆轤目がつき、一条の胴紐を貼り付ける。緻密な胎土で外側は灰

色、内部は灰褐色を呈し、7㎜以下の小石と白色粒子を含む。器表面は酸化炎で赤褐色を呈し、一

部に自然釉が降りかかる。備前市分類のⅤ A 期に比定され、年代観は 15 世紀末から 16 世紀前半

代になる。２～４は小形壺である。２は小形壺の口縁であり、端部は外反する。内面に自然釉が降

りかかるが無釉である。胎土は粗目で灰色を呈する。３は小形壺の口縁で、垂直に立ち上がり端部

が僅かに外反する。外面は回転撫で、内面は回転削りで調整される。暗褐色を呈した胎土は緻密で

あり、白色粒子を微量に含む。４は小形壺の底部である。器壁は丸味をもって立ち上がる。成形は

轆轤水挽きで、底部の回転糸切痕を指で撫で消している。灰白色を呈した胎土はやや粗く、砂粒を

少量含む。2 ～ 4 は備前市分類のⅣ B 期に比定され、年代観は 15 世紀中頃から 16 世紀初頭頃に

なる。第 33 図２～第 36 図４の産地は第 33 図 4 を除いて、いずれも備前系と推定される。第 33

図 4 の産地は不明である。

第 36 図５～７は土師質土器の皿である。器壁はいずれも薄く、外開きに立ち上がる。５と６の

口径は 13㎝であるが、７はやや大きいものと思われる。５と６には左回りの回転糸切痕が認めら

れるが、７は磨滅して不明である。いずれの胎土も黄橙色を呈して少量の砂粒を含む。

第 36 図８～ 11 は瓦質土器の火鉢である。８は筒形火鉢の上半部である。胴部には小鹿文と S

字文繋ぎの印花が施される。黄橙色を呈した緻密な胎土であり砂粒を少量含む。９は足付の筒形火

鉢である。器壁はやや外開きに直線的に立ち上がり、見込み外周を指で押さえる。器面には印花で

Ｓ字文繋ぎを捺す。胎土は淡赤橙色を呈し、砂粒を微量に含む。二次的な被熱を受けて器表面は焼

けただれている。10 は三足付の浅丸形火鉢である。器壁はやや外開きに立ち上がり、口縁は内湾
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する。外口縁に雷文繋、腰部にＳ字文の印花を捺す。器面に現れる粘土の継ぎ目から、底板の上に

器壁となる粘土紐を積み上げた様子が窺える。器壁は回転撫でで調整し、足を貼り付ける。胎土は

淡褐灰色を呈し、3㎜以下の砂粒を少量含む。焼成は悪く灰褐色を呈している。9・10 は小形であ

ることから香炉の可能性がある。11 は足付の角形火鉢で、平面は方形ないし長方形になる。底面

には足を貼り付けた痕が残る。成形は底板と器壁を貼り付ける板作りである。外口縁に二条の突帯

を貼り付け、その間に菱文の印花を捺す。胎土は表面側が赤橙色、中心部は薄灰色を呈し、砂粒を

微量に含む。二次的な被熱を受けて器表面は赤く焼けただれる。

第 36 図 12 ～ 13 は銅銭である。12 は約半分程度残存し、面は行書の「元□□寶」と判読できる。

行書「元」を使用する「元豊通寶（北宋：1078 年初鋳）」、「元祐通寶（北宋：1086 年初鋳）」、「元

符通寶（北宋：1098 年初鋳）」に該当するものと思われる。なかでも「元」の一画と二画が繋がり、

三画が跳ねずに止める字体を使用した「元豊通寶」の可能性が考えられる。裏面の輪は幅広となっ

ていて至輪径は小さい。13 は面に「紹定通寶（南宋：1228 年初鋳）」、背文字は「五」と判読でき、

紹定五年（1232）の鋳造を表現する。

第 37 図１～２は石臼である。１は下臼 ( 雄臼 ) の台座から受け皿の一部で、全体的に火を受け

て赤色化する。受け皿の基部から台座にかけての表面は平滑に磨かれており、受け皿の内面は使用

されて磨滅する。台座の底部は鑿状の工具で削りだしたまま未調整となっており、接地面のみ水平

に成形される。底部の中央は抉れており、穿孔か剥離か判別できない。石の材質は安山岩である。

第 16 図 8 と同じ石材で作られていることからセットになるものと思われる。２は下臼の受け皿の

一部である。台座から外開きに立ち上がり、腰部を曲げて端部を水平に成形する。内面から外面途

中までは平滑に磨かれており、受け皿の基部は削り出し痕が若干残る。石の材質は砂岩である。

３～４は砥石と思われる剥片である。３は不定形を呈して、両面が研磨されて刃先痕が残る。色

調は灰褐色を呈し、片面には漆のような黒色の付着物がある。４は短冊形で、長軸の一側面と短軸

の二側面は成形された可能性がある。片面が研磨されているが、非常に滑らかで刃先痕を残さない。

色調は赤褐色を呈し、一部に漆のような黒色の付着物がある。

５は円錐形の土錘である。棒状の芯材に粘土を巻きつけて成形され、芯材に巻いた布帛の布目痕

が転写する。胎土は灰褐色を呈し、砂粒を少量含む。

　第 38 ～ 40 図は鉄製品である。鉄釘等の鉄製品は小破片を含めて総数 468 点出土しており、そ

のうち今回掲載したのは 89 点である。第 38 図１～４は大型の鉄釘で頭部が外方に突出して「Ｔ」

字状になったものである。断面は方形もしくは長方形を呈している。完形のものは少なく、長さは

１が 21.4cm と最長である。第 38 図５～第 39 図 25 は鉄釘で、頭部は大型のものと同様な「Ｔ」

字状を呈するものと「Ｌ」字状に折り曲げたものがある。断面は方形を呈するものが大半を占める。

先端部を欠損するものが多く、完形のものは少ない。第 39 図 23 ～ 25 は鉄釘にしたが、棒状鉄

製品の可能性が考えられる。第 39 図 26 は上端部の形状から鉄鏃と考えられるものである。鏃身

部は欠損しているが、茎部が残存しており、断面は方形状を呈する。27 は板状鉄製品で上端に４

㎜の円孔が施されている。第 40 図１も板状鉄製品で、断面は扁平な長方形を呈する。２は錆膨れ

により形状がわかりにくいが鐸状の鉄製品と思われ、外縁が外方に若干突出している。３は環状鉄

製品で、両端部は密着せずにわずかな隙間があり、「Ｃ」字状を呈する。４は環状鉄製品と棒状鉄

製品が付着したもので、環状鉄製品の両端部の隙間は３より大きい。５は端部が欠損する環状鉄製
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第 41 図　主郭 1・2出土遺物実測図

品である。６は棒状鉄製品に「Ｓ」字状の鉄製品を繋げた形状を呈している。７は「Ｓ」字状の棒

状鉄製品である。８・９は金具のようなものであろうか。10 ～ 24 は板状鉄製品で、10 は内面に

かえりを有し、15 は端部が屈曲する板状のもので中央付近に取っ手らしきものがあることから釜

蓋等の用途が考えられる。

　第 41 図は碁石と考えられる石製品である。平面形は円形もしくは楕円形を呈し、長さ 1.6 ～

2.4cm、幅 1.8 ～ 2.5cm、厚さ 0.6 ～ 1.1cm の扁平なものである。色調に黒色及び白色に近いもの

の２種類あることから碁石と考えた。

２．北郭の調査

　主郭から約６ｍ下方の幅約 13 ｍ、長さ約 35 ｍの平坦面を北郭としている。堆積土は主郭と比

べて約 70cm と厚く、これは主郭を構築していた整地土等が崩壊して流れ込んだものと考えられ

る。また、主郭東端部分と同様に古墳時代の遺構面も存在しており、第７図の第 16 層、第９図の

第 17 層上面が中世遺構面、その下層が古墳時代の遺構面となる。このことから推察すれば主郭の

ような造成は行われず、古墳時代に形成された地形を基にして遺構が配置された可能性が高いであ

ろう。

　検出された遺構は掘立柱建物跡１棟と礎石建物跡１棟のほかに鍛冶炉跡２基を確認している。

（１）建物跡

　多数の柱穴を検出しているが、明瞭な建物跡として確認できたものは２棟である。建物跡や柵と

して復元可能な柱列もいくつか存在しているが、柱穴間距離や配列等の微妙な差から判断して、敢

えて建物跡としては復元しなかった。

ＳＢ０５（第 43図）

　ＳＢ０５は北郭の北端で検出した２間×３間の掘立柱建物跡である。建物の規模は桁行５ｍ、梁

行４ｍ、柱穴間距離は桁行のＰ１～Ｐ４列で 1.7 ｍ、1.4 ｍ、1.9 ｍ、Ｐ６～Ｐ９列では 1.7 ｍ、1.6

ｍ、1.7 ｍの順となっている。梁行ではＰ１～Ｐ９列で 1.8 ｍ、2.2 ｍ、Ｐ４～Ｐ６列では 2.0 ｍ
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第 44 図　礎石建物 3実測図

間隔となっている。主

軸方向はＮ－ 67°－Ｅ

である。

　柱穴の平面形態は円

形及び楕円形を呈し

ており、規模は長軸

38 ～ 90cm、短軸 35

～ 74cm、 深 さ 28 ～

55cm を測る。内部に

根石などは認められな

かった。

　詳細な年代や性格に

ついては遺物が出土し

ていないため特定でき

ない。

礎石建物跡３（第 44

図）

　礎石建物跡３はＳＢ

０５の約 3.5 ｍ南隣で

検出した２間以上の建

物である。当初は用途

不明の集石遺構を想定

したが、周辺に散財し

ている板状の石が礎石

に使用された可能性が

高いと考えられた。よ

って、礎石そのものは

原位置を保っていない

ものの、集石は礎石の

根石と考えて、ここ

では礎石建物としてい

る。

　 根 石 は 径 60cm ～

１ｍの範囲に集石さ

れ、４箇所確認できた。

現状での建物規模は桁

行 4.3 ｍ、梁行４ｍを
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第 46 図　1号炉実測図

測る。根石間の距離は根石１・２及び根石

２・３間が１ｍ、根石３・４間は 2.2 ｍで

あるが、中間にも礎石が存在していたもの

と推測される。根石には 15 ～ 45cm 程度

の角礫が使用されており、大きなものが大

半を占める。根石１の東隣にも根石と考え

られる集石が存在するが、他の根石と比べ

てやや小規模な石を用いていることから、

この建物を構成するものではないと判断し

た。主軸方向はＮ－ 37°－Ｗである。

　主郭で検出された礎石建物にはない根石

使用という要素を持っていることからみれ

ば、特殊な用途の建物が想定されるが、主

郭のように整地された強固な地盤ではない

ことから根石を使用せざるを得なかったも

のと考えられる。

性格等については他の礎石建物同様、倉

庫等に使用されたものと考えておきたい。

また、詳細な年代については遺物が出土し

ていないため特定できない。

（２）鍛冶炉跡（第 45図）

　北郭の中央やや南寄りで２基検出され

た。礎石建物跡３の約５ｍ西側に位置する

のが１号炉、そこから 1.8 ｍ西に位置する

のが２号炉であり、２号炉の周辺には焼土

面が６箇所確認されている。この焼土面に

微細遺物が含まれている可能性が考えら

れ、土壌選別の結果、１号炉で鍛造剥片

27.8 ｇ、粒状滓 0.22 ｇ、焼土３で鍛造剥片 17.45 ｇ、粒状滓 1.94 ｇ、焼土５で鍛造剥片 1.10 ｇ、

粒状滓 1.25 ｇ、焼土６で鍛造剥片 31.54 ｇ、粒状滓 6.10 ｇが採取されている。

１号炉（第 46図）

　平面形態は不整形な長楕円形を呈し、規模は長軸１ｍ、短軸 28 ～ 33cm、深さは最大で 18cm

を測る。覆土は２層に分かれており、第１層、２層とも炭化物及び鍛冶滓を含んでいるが、特に第

２層は多量であった。炉の北東端は被熱を受けて焼土化しており、この部分が炉床であったと推測

される。

１号炉出土遺物（第 47図）

　鍛冶滓は多量に出土しているが、その一部を図化して掲載した。１～３が鍛冶滓で大きさは長さ
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8.1 ～ 11.2cm、幅 6.6 ～ 7.2cm、厚さ 2.5 ～ 8.1cm

を測る。４は羽口である。

２号炉（第 48図）

　平面形態は不整形な円形を呈し、規模は径 58cm、

深さ約 10cm を測る。覆土は炭化物を多量に含む黒

色土であり、中央部分には後世の攪乱である明褐色土

が混入している。南側が被熱を受けて焼土化している

が、内部から鍛冶滓等の遺物は認められていない。

北郭遺物出土状況（第 49図）

　主郭２からの流れ込みと混在している状況である

が、内容的には主郭出土のものと大差ない。ただ北部

の特徴を示す遺物として、鍛冶に関わる坩堝が出土し

ている。

北郭出土遺物（第 50～ 52図）

　第 50 図１～６は磁器である。１は白磁の腰折皿で、

口縁は外反する。見込みと器壁の境目に浅い段をもつ。

貫入のある透明釉が施釉され、腰部以下は露胎となる。

胎土は白色を呈する。推定される産地は中国の景徳鎮

窯系である。

２～４は青磁である。２は口縁が直口する青磁碗で、外口縁に二重圏線が線刻される。青磁釉を

厚く施釉し、胎土は灰白色を呈する。上田分類の E 類に比定され、年代観は 15 世紀後半代頃にな

る。３は青磁鉢の底部と思われる。青磁釉は畳付けを含めて厚掛けされる。見込みには鎬の圏線が

入る。胎土は緻密で、青灰色を呈する。４は折縁の青磁盤で、口縁は稜花となる。折縁内面は薄く

削り、口縁端部を玉縁状に膨らませる。内面には放射状の鎬を入れ、見込みに印花を捺す。青磁釉

を二度掛けして濃緑色に発色させる。高台内は蛇の目状に釉剥ぎし、チャツと思われる筒状の焼台

痕が残る。胎土は粗目で灰白色を呈する。瀬戸分類の青磁 V 類新相に比定され、年代観は 15 世紀
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第 51 図　北郭包含層 1出土遺物実測図 (2)

中葉頃になる。第 29 図 4 と同一個体になる可能性がある。２～４の推定される産地は中国の龍泉

窯系である。

５・６は青花である。５は口縁が外反する青花碗で、外面は青海波状に樹木を描き、内口縁に帯

文を描く。胎土は若干粗目で灰白色を呈する。小野分類の染付碗 B 類に比定され、年代観は 15 世

紀中頃から後半になる。６は壺ないし瓶となる青花の細片である。外面には花唐草文が描かれ、内

面は無釉となる。胎土は灰白色を呈する。５・６の推定される産地は、中国の景徳鎮窯系である。

７～ 17 は陶器である。７は灰青沙器の小皿で、腰部以下を箆削りして器壁は開き気味に立ち上

がる。灰釉を総掛けし還元焼成するが、見込みから高台付近に焼ムラが生じる。重ね焼き用の砂目

が見込みと畳付けに四ケ所ずつみられる。胎土は砂粒を含み、還元がかかった部位は褐灰色を呈す

る。島根県内における出土傾向から 15 世紀後半～ 16 世紀前半代の年代観が想定される。８・９

は褐釉陶器である。８は外開きに立ち上がる徳利口縁である。内外面に褐釉が施釉され、胎土は粗

く灰色を呈する。９は瓶の底部で、下膨れに膨らむ胴部と底広の器形から舟徳利と思われる。器壁

は叩き成形で薄作りされる。内外面には薄く褐釉を施釉し、胎土は粗く暗灰色を呈する。７～９の

推定される産地は朝鮮半島である。島根県内における出土傾向から 15 世紀後半～ 16 世紀前半代

の年代観が想定される。

10・11 は鉄釉陶器である。10 は壺口縁で、端部を外側に折り曲げて玉縁とする。外面は黒味

のある鉄釉を施釉し内面は無釉である。胎土は緻密で、にぶい黄褐色を呈している。11 は直口す

る壺の口縁である。器壁は部分的に火脹れを起す。内外面に鉄釉を施釉する。胎土は粗目でにぶい

褐色を呈する。10・11 の推定される産地は中国である。

　12 は灰釉陶器の卸皿である。器壁は外開きに立ち上がり、口縁端部を内側に折り返して平坦と

する。見込みには卸目が格子状に刻まれる。底部には左回りの回転糸切痕が残る。内口縁から腰部
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第 52 図　北郭包含層 1出土遺物実測図 (3）

にかけて貫入のある灰釉が施釉され、内面と底部が露胎となる。胎土は粗目で灰褐色を呈する。卸

面は使用されて摩耗する。推定される産地は瀬戸美濃系である。藤沢編年の古瀬戸後期Ⅳ期に比定

され、年代観は 15 世紀後半代になる。

13 ～ 17 は焼き締め陶器である。13 は擂鉢の口縁で、内寄りに均等の厚さで立ち上がり下帯部

が若干突出する。胎土は緻密で外面付近は青灰色、内部は灰赤色を呈する。器面は酸化炎により赤

茶に発色し内面に自然釉が降りかかる。14 は擂鉢の口縁である。口縁部は内側に屈曲して均等の
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第 53 図　SE01 実測図　　

厚さで立ち上がり、下端は僅かに突出する。器面は酸化炎により赤茶に発色するが、胎土の色調は

外面側が青灰色、内部は灰赤色を呈する。緻密な粘土を使用し、少量の小石を混ぜ入れる。九条以

上を単位とする擦目が内面上位まで入る。15 はやや小ぶりな擂鉢である。腰部は丸味を帯びるが、

中位よりやや外反気味に立ち上がる。口縁は直立して上方に延ばし端部に浅い段をもつ。十条を単

位とする擦目をやや斜め方向に入れる。擦面は使い込まれて磨滅する。少量の小石を含んだ胎土は

粗く、色調は外面側が黄灰色、内部は暗灰色を呈する。内面の上位には自然釉が降りかかり、口縁

下の器壁に重ね焼きの痕が残る。13 ～ 15 は備前市分類の VA 期に比定され、年代観は 15 世紀末

から 16 世紀前半頃になる。16 は甕の口縁部である。頸部は外反気味に立ち上がり端部を外側に

折り曲げて長楕円の玉縁となる。玉縁の下位は強く撫でつけられる。砂粒を含む緻密な胎土でにぶ

い赤褐色を呈する。頸部付近には自然釉が降りかかる。17 は甕の底部である。紐作りで成形され、

内面の器壁の立ち上がりは箆状の工具で調整される。16・17 は同一個体になる可能性がある。備

前市分類のⅣ B 期に比定され、年代観は 15 世紀中頃から 16 世紀初頭頃になる。13 ～ 17 の推定

される産地は備前系である。

第 51 図１～６は土器で、１・２は土師質土器の皿の底部である。胎土は１が橙色、２は黄橙色

であるが、それぞれ灰色粘土が練り込まれてマーブル状となる。１より２の方が器壁は薄く若干外

開きになる。３・４は瓦質土器である。３は角形火鉢の口縁である。平面は方形を呈して、口縁部

は水平に折れ曲がって面を成す。外口縁に二条の凸帯を貼り付けて、その間に剣花菱文の印花を捺

す。胎土は粗目で砂粒を含む。胎土の色調は外面側がにぶい黄橙色、内部は灰色を呈する。４は火

鉢の足である。足部は上下にくびれて、側面は面取りされる。付け根の両脇には板状の支えを伴う。

胎土は緻密で少量の砂粒を

含み、胎土の色調は外面側

が灰白色、内部が暗灰色を

呈する。５・６は坩堝と考

えられる手捏ね土器で、口

縁内面が煤けて黒色となっ

ている。

７は石臼の下臼 ( 雄臼 )

で、台座から受け皿の一部

になる。受け皿の基部から

台座にかけては多数の調整

痕が残るが、受け皿の外面

上部から内面にかけては平

滑に磨かれている。石の材

質は凝灰岩である。全体的

に火を受けて赤色化してい

る。当遺跡からは 3 個体

の下臼が出土しているが、

いずれも材質が異なる。
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第 54 図　SE01 出土遺物実測図

　第 52 図は鉄製品である。１は鉄釘で頭部は外方に突出して、「Ｔ」字状となる。２は環状鉄製

品で「Ｃ」字状を呈している。３は「Ｌ」字状を呈する棒状鉄製品で両端を欠損している。頭部の

丸い他の棒状鉄製品と繋がっている。４は用途不明な鉄製品である。５～ 11 は板状鉄製品である。

ＳＥ０１（第 53図）

　ＳＥ０１は主郭１と主郭２の境に位置する北向き斜面で確認された井戸跡である。当初は新しい

井戸跡と考えられたが、調査終了間際に断ち割り調査を行ったところ、内部から青磁碗等が出土し

たことから、山城に伴うものであると判断した。

　素掘りの井戸跡で、堅い岩盤を深く掘り下げて造られており、壁面には工具痕が薄く残る。平面

形態は一辺約 1.3 ｍの方形を呈しており、深さは約 11 ｍの地点までは確認したものの、底面まで

には至らなかった。確認できた内部の堆積土は上から暗褐色粘質土、腐植土を含む暗灰褐色土、暗

青灰色粘質土の順となり、暗青灰色粘質土から須恵器甕片と青磁碗が出土している。なお、これら

の遺物は主郭から出土した遺物と接合できた。

ＳＥ０１出土遺物（第 54図）

　１は須恵器の甕胴部片で、内外面に平行叩きを施している。２は細蓮弁文が施文される青磁碗で

ある。蓮弁としての単位は比較的明瞭に分かれる。灰色を呈した胎土は粗目で、貫入のある薄い釉

を施釉する。推定される産地は中国の龍泉窯系である。上田分類の青磁碗 B- Ⅲ類ないし瀬戸分類

の青磁Ⅴ類新に比定され、年代観は 15 世紀中葉頃になる。

第３節　古墳時代遺構の調査
　前述したように主郭東端部及び北郭から古墳時代の遺構面が確認されている。主郭側では竪穴建
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第 55 図　静間城跡古墳時代遺構面位置図
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物跡１棟と加工段３棟が東向き斜面から検出された。北郭では竪穴建物跡１棟のほかに多数の柱穴

を確認しているが、明瞭な建物跡として復元できるものは確認できなかった。

ＳＩ０１（第 57図）

　ＳＩ０１は主郭東端部の東側斜面で検出された竪穴建物跡で、西側上方に向かって加工段３棟が

存在している。平面形態については、南壁及び東壁が調査区外に入ること、北壁は北郭の切岸によ

って削平されているため明瞭には判断できないが、西壁の状況から推察すれば隅丸方形を呈してい

たものと考えられる。現状での床面規模は最大で南北 4.3 ｍ、東西 3.9 ｍ、壁面の高さ 30cm を測る。

西壁側には幅 25cm、深さ約 10cm の壁帯溝が廻り、その内側にも幅 40cm、深さ 10cm の溝が認

められることから、建て替えが行われたと推測される。柱穴は 10 個検出されている。柱穴配置が

若干いびつであるものの、Ｐ４、Ｐ６が主柱穴の可能性があるものと考えられる。平面形態は円形

を呈するものが多く、径 18 ～ 64cm、深さ 10 ～ 25cm を測る。その他、焼土等は認められなかった。

　遺物は覆土中にも含まれているが、床面中央付近で須恵器坏や土師器甕などが出土している。こ

れらの遺物から古墳時代後期の竪穴建物跡と判断される。

ＳＩ０１出土遺物（第 58図）

　１～６は床面出土のもので、１～３は須恵器、４～６は土師器である。１は坏身で立ち上がりは

内傾してのび、端部内側に平坦面をもつ。２は有蓋高坏の坏部分で、立ち上がりは１と同様内傾し

てのび、端部は丸くおさめる。３は甕胴部で外面平行叩き、内面同心円状叩きを施している。４・

５は甕で口縁部は緩やかにのびている。全体的に摩滅が著しく、調整は不明である。６は鉢と考え

られ、垂直気味に立ち上がる体部から外反する口縁部を有する。
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第 60 図　加工段 1～3実測図

　７～ 11 は覆土中出土のもので、７～ 10 は須恵器、11 は土師器である。７は坏身で立ち上がり

はやや低い。９・８は外傾して立ち上がる口縁部をもつ坏である。10 は壺でやや外傾気味に立ち

上がる口縁部を有する。11 は高坏の脚部で「ハ」の字状に短く開く。

ＳＩ０２（第 59図）

　北郭の西端で検出された溝であるが、東西の端が北に屈曲していることから、竪穴建物の壁帯溝

の可能性が考えられたため竪穴建物跡としている。中世の柱穴と切り合っているが、溝の規模は東

西長で 4.2 ｍ、幅 30cm、深さ約 15cm を測る。この竪穴建物に伴う柱穴や遺物は確認できなかった。

加工段（第 60図）

　主郭東端部の整地層下層で検出され、南側は調査区外に延びているため全形は把握できない。明

瞭な加工段は３棟確認しているが、加工段２と３の間に長さ 2.2 ｍ、幅 25cm、深さ 10cm の南北

方向に延びる溝（ＳＤ０１）が存在しており、竪穴建物の壁帯溝の可能性も推測されるものの、こ
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第 61 図　北郭包含層 2出土遺物実測図 (1)
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第 62 図　北郭包含層 2出土遺物実測図 (2)

こでは溝状遺構としている。

　これらの遺構の時期は切り合い関係や土層断面の観察からＳＤ０１→加工段３→加工段２の順で

あることがわかる。加工段１は加工段２によって切られていることから、加工段２より先行するも

のと考えられるが明確な時期を把握することはできなかった。

加工段１

　平面形態は隅丸方形を呈するものと考えられ、現状での規模は南北軸 1.2 ｍ、東西軸 90cm、壁

高 20cm を測る。床面に柱穴や溝等は確認できず、遺物も出土していない。

加工段２

　平面形態は加工段１同様に隅丸方形を呈するものと考えられ、現状での規模は南北軸 95cm、東

西軸１ｍ、壁高 30cm を測る。壁面には上層からの柱穴が掘り込まれていた。この加工段に伴う

柱穴や溝は確認できなかった。

加工段３

　平面形態は方形を呈するものと考えられ、現状での規模は南北軸 1.6 ｍ、東西軸 1.1 ｍ、壁

高 18cm を測る。床面で柱穴１個が確認されている。柱穴の平面形態は楕円形状を呈し、長軸

70cm、短軸 54cm、深さ 10cm を測る。覆土の赤褐色土中から須恵器小片が出土しているが、図

化は不可能であり、時期を確定するまでには至らなかった。

古墳時代包含層出土遺物（第 61・62図）

　古墳時代遺構面を覆う土層から出土したもので、古墳時代から古代の遺物が認められる。第 61

図１～ 21 は須恵器、第 62 図１～５は土師器、６は石器である。第 61 図１～３はかえりの付か

ない蓋で、１、２は口縁端部が下方に屈曲するが、３は外方に短くのびている。４～ 15 は坏である。

４～８は立ち上がりを有するもので、５の端部は平坦であるが、他は丸みをおびている。４の底部

外面には叩きが残る。９は坏身の底部で外面に叩きが残る。10 ～ 15 は底部から外傾してのびる
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体部をもち、14 と 15 は高台を有している。口縁部は外反するものや直線的にのびるものがある。

底部外面に回転糸切り痕を残す。16 は高坏の坏部と思われ、中央付近に２本の稜を有し、その間

に櫛状工具による刺突文を施している。17 は高坏の脚部で、端部は下方に屈曲している。18 は壺

の胴部で、外面に平行沈線と刺突文を施している。19 は甕口縁部で口縁端部外面に突帯を有する。

20 は壺の口縁部、21 は甕の頸部である。

　第 62 図１～４は高坏及び低脚坏の脚部で全体的に摩滅が著しい。脚部は「ハ」の字状に開き、

端部は４のように外方に屈曲するものも認められる。５は甕で外傾してのびる口縁部をもつ。６は

磨石である。
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Fig 遺物
番号

写真
図版 調査区 出土

地点 種別 / 材質 器種 口径
(㎝ )

器高
(㎝ )

底径
(㎝ ) 釉薬 / 色調            胎土 成形 / 焼成 文様 / 推定産地／備考 / 年代

14 1 21 主郭２ SB02
P77 陶器 輪花鉢 (18.0) (13.0)     暗褐色　 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：二次焼成

16 1 21 主郭 2 SB03
P109 磁器 青磁碗 (13.6)  青磁釉  　灰白色　 轆轤成形 文様：細蓮弁文 / 産地：龍泉系 

年代：蓮 B Ⅲ

16 2 21 主郭２ SB03
P48 磁器 青磁碗 (12.9) 青磁釉 　灰色　 轆轤成形 文様：線描細蓮弁文・波状文

産地：龍泉系 / 年代：蓮 B Ⅳ

16 3 21 主郭２ SB03
P59    磁器 青磁稜花皿 (11.8) 青磁釉   灰色 轆轤成形 文様：波状文 / 産地：龍泉系

16 4 21 主郭２ SB03
P108 磁器 青花端反皿 (16.7) 透明釉・

青料 　　　白色 轆轤成形 文様：渦唐草文 ･ 花樹文 / 産地：
景徳鎮系 / 年代：皿 B1

16 5 21 主郭２ SB03
P116 陶器 灰釉卸皿 (13.4) 灰釉  淡黄色  轆轤成形 産地：瀬戸美濃系

備考：二次焼成

16 6 21 主郭２ SB03
P108 陶器 輪花鉢 (21.4) 14.8 (13.6)   灰色　 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：二次焼成

16 7 21 主郭２ SB03
P38 土師質土器 皿 6.4 黄橙色 １㎜以下砂粒を

　　　　少量含む 良好 外；回転ナデ
内；回転ナデ

29 1 22 主郭 1 包含層 磁器 青磁碗 (14.2) 青磁釉 灰色 轆轤成形 文様：雷文・蓮弁ヵ
産地：龍泉系 / 年代：雷 C Ⅱ

29 2 22 主郭 1 包含層 磁器 青磁稜花皿 (12.2) 青磁釉  灰白色　 轆轤成形 文様：波状文 / 産地：龍泉系

29 3 22 主郭 1 包含層 磁器 青磁稜花皿 (13.9) 3.5 6.3 青磁釉  　灰白色　 轆轤成形 文様：波状文・圏線・花文
産地：龍泉系

29 4 22 主郭 1 包含層 磁器 青磁折縁盤 (17.8) 青磁釉  灰白色 轆轤成形 産地：龍泉系 / 年代：V 類新

29 5 22 主郭 1 包含層 磁器 青花端反皿 (12.2) (7.4) 透明釉・
青料  白色 轆轤成形 文様：唐草文崩し・十字花

産地：景徳鎮系 / 年代：皿 B1

29 6 22 主郭１ P198 陶器 擂鉢 (18.6) 10.4 (11.8)  　灰赤色　 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：8 条１単位 
年代：備Ⅳ B-3

29 7 21 主郭１ P979 瓦質土器 浅形火鉢 (23.8) 6.5 (20.0) 淡黄褐色 紐作り成形 備考：貼り付け足

31 １ 21 主郭２ 包含層 須恵器 坏身 (8.0) 黄灰色 １㎜以下砂粒を
　　　　微量含む 良好 外；回転ナデ・回転糸切り

内；回転ナデ　

31 2 21 主郭２ 包含層 須恵器 坏身 ( 高台付 ) (11.4) 　　 灰色 １㎜以下白色の
　砂粒を少量含む 良好 外；回転ナデ・回転糸切り

内；回転ナデ

31 3 23 主郭２ 包含層 須恵器 𤭯 5.4 灰色 白色の微砂粒を
　　　　微量含む 良好

外；回転ナデ・ヘラケズリ
　　回転糸切り
内；回転ナデ　　

31 4 21 主郭 2 包含層 須恵器 甕 (24.2) 灰色 １㎜以下白色の
　砂粒を多く含む 良好 外；回転ナデ

内；回転ナデ

32 1 24 主郭２ 包含層 磁器 白磁皿 (7.8) (1.6) (2.6) 透明釉 白色　 轆轤成形 産地：邵武系 / 備考：蛇の目釉剥
ぎ / 年代：皿 D

32 2 24 主郭２ 包含層 磁器 白磁皿 (8.5) (4.1) 透明釉 白色　 轆轤成形 産地：邵武系 / 備考：抉り高台
年代：皿 D

32 3 24 主郭２ 包含層 磁器 白磁皿 (9.8) 2.2 (4.2) 透明釉 白色　 轆轤成形 産地：邵武系 / 備考：抉り高台・
二次焼成 / 年代：皿 D

32 4 24 主郭２ P7 磁器 白磁内湾皿 (6.8） 透明釉 灰白色　 轆轤成形 産地：不明 / 備考：二次焼成

32 5 24 主郭 2 包含層 磁器 青磁碗 (14.0) 青磁釉          灰白色 轆轤成形 文様：雷文・花文 / 産地 : 龍泉系
備考：二次焼成 / 年代：雷 C Ⅱ

32 6 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁碗 (13.4) (4.3) 青磁釉 灰白色　 轆轤成形 文様：細蓮弁文 / 産地：龍泉系      
年代：蓮 B Ⅲ

32 7 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁碗 (14.0) 青磁釉 灰白色　 轆轤成形 文様：細蓮弁文 / 産地：龍泉系      
備考：漆継ぎ / 年代：蓮 B Ⅲ

32 8 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁碗 (14.8) 7.7 (5.8) 青磁釉 　にぶい橙色　　 轆轤成形
文様：細蓮弁文 / 産地：龍泉系
備考：二次焼成・漆継ぎ
年代：蓮 B Ⅲ

32 9 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁碗 (12.8) 7.1 8.8    青磁釉　 灰白色　 轆轤成形 文様：線描細蓮弁文 / 産地：龍泉
系 / 備考：漆継ぎ / 年代：蓮 B Ⅳ

32 10 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿    青磁釉　          灰色　 轆轤成形 文様：波状文 / 産地 : 龍泉系

32 11 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿    青磁釉　           灰色　 轆轤成形 文様：波状文 / 産地 : 龍泉系

32 12 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 (12.0)    青磁釉　          灰色　 轆轤成形 文様：波状文 / 産地：龍泉系

32 13 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 12.4    青磁釉　          灰色　 轆轤成形 文様：波状文 / 産地：龍泉系

32 14 24 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 (14.8) (5.6)    青磁釉　 　暗灰色　 轆轤成形 文様：波状文 / 産地：龍泉系

32 15 25 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 (11.8) 3.4 (6.2)    青磁釉　          灰色 轆轤成形 文様：波状文 / 産地：龍泉系

32 16 25 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 (5.6)    青磁釉　          灰色　 轆轤成形 文様：波状文・圏線・花文
産地：龍泉系　   

32 17 25 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 (12.7) 3.2 (5.4)    青磁釉　 　灰色　 轆轤成形 産地：龍泉系 / 備考：円形釉剥ぎ

32 18 25 主郭２ 包含層 磁器 青磁稜花皿 11.6 3.0 5.0    青磁釉　 　にぶい橙色　　 轆轤成形 産地：龍泉系 / 備考：円形釉剥ぎ
ヵ・二次焼成

32 19 25 主郭 2 包含層 磁器 青磁瓶 or 香炉    青磁釉　 灰白色　 轆轤成形 産地：龍泉系 / 備考：内面無釉

32 20 25 主郭 2 包含層 磁器 青磁壺 (5.2)    青磁釉　 灰白色　 轆轤成形 産地：龍泉系

第 1 表　静間城跡　出土土器観察表　
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Fig 遺物
番号

写真
図版 調査区 出土

地点 種別 / 材質 器種 口径
(㎝ )

器高
(㎝ )

底径
(㎝ ) 色調 / 釉薬 胎土 焼成 / 成形 備考・文様・産地

32 21 25 主郭 2 包含層 磁器 青花端反碗 (12.0) 透明釉・
青料 灰色 轆轤成形 文様：圏線 / 産地：景徳鎮系

備考：口銹 / 年代：碗 B

32 22 25 主郭２ 包含層 磁器 青花小杯 (7.0) 透明釉・
青料 　白色　 轆轤成形 文様：梅月文 / 産地：景徳鎮系

32 23 25 主郭２ 包含層 磁器 青花端反碗 (17.2) (7.8) 透明釉・
青料 白色　 轆轤成形

文様：花唐草文・四方襷文
産地：景徳鎮系 / 備考：漆継ぎ・
二次焼成 / 年代：碗 B

32 24 25 主郭２ 包含層 磁器 青花端反皿 透明釉・
青料 　灰白色　 轆轤成形 文様：草花繋・圏線 / 産地：景徳

鎮系 / 年代：皿 B1

32 25 25 主郭２ P40 磁器 青花端反皿 透明釉・
青料 　白色　 轆轤成形 文様：唐草文・二重圏線 /

産地：景徳鎮系 / 年代：皿 B1

32 26 25 主郭２ 包含層 陶器 天目碗 (4.8) 黒釉 灰白色 轆轤成形 産地：南平茶洋系 / 備考：漆継ぎ

33 1 26 主郭２ 包含層 陶器 舟徳利 (7.2) (16.0) (19.4) 褐釉 灰褐色 叩き成形 産地：朝鮮 / 備考：貝目

33 2 23 主郭２ 包含層 陶器 輪花鉢 (18.0) (19.2) 　灰赤色　 紐作り成形 産地：備前系

33 3 26 主郭２ 包含層 陶器 筒形鉢 (19.2) 18.9 (15.6) 褐灰色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：二次焼成

33 4 26 主郭２ 包含層 陶器 丸形鉢 (31.2) 15.4 (19.0) 　黄灰色　 紐作り成形 産地：不明 / 備考：二次焼成

33 5 23 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 (27.4)  灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅳ B-3

33 6 23 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 (30.0) 灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：9 条 1 単位
年代：備Ⅴ A

34 1 26 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 (28.6) 灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：10 条１単
位年代：備Ⅴ A

34 2 26 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 (27.4) 12.5 (13.6) 灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：10 条１単
位 / 年代：備Ⅴ A

34 3 27 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 　灰色　 紐作り成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅳ B-3

34 4 26 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 (29.6) 10.8 (12.8) 　灰褐色　 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：9 条１単位
二次焼成 / 年代：備Ⅴ A　

34 5 27 主郭２ 包含層 陶器 擂鉢 (34.0) 浅黄色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：10 条以上
1 単位 / 年代：備Ⅴ A

35 1 27 主郭２ 包含層 陶器 短頸壺 (15.2) (25.9) (14.6) 灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：水屋甕・双
耳・二次焼成 / 年代：備Ⅴ A

35 2 27 主郭２ P101 陶器 壺 18.8 40.1 (18.0) 灰色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：二次焼成
年代：備Ⅳ B

36 1 27 主郭２ 包含層 陶器 短頸壺 (24.0) (17.6) 　灰褐色　 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：水屋甕・
胴紐 / 年代：備Ⅴ A

36 2 28 主郭２ 包含層 陶器 小形壺 (7.6)       灰色　 轆轤成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅳ B

36 3 28 主郭２ 包含層 陶器 小形壺 (5.4) 暗褐色 轆轤成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅳ B

36 4 27 主郭２ 包含層 陶器 小形壺 (7.0) 　灰白色　 轆轤成形 産地 : 備前系 / 年代：備Ⅳ B

36 5 27 主郭２ 包含層 土師質土器 皿 (13.0) 2.8 6.3 黄橙色    1㎜砂粒
　　　  少量含む 良好 外；回転ナデ・回転糸切り

内；回転ナデ

36 6 28 主郭２ 包含層 土師質土器 皿 (13.5) (6.5) 浅黄橙色 　0.5㎜砂粒
      わずかに含む 良好 外；回転ナデ・回転糸切り

内；回転ナデ

36 7 27 主郭２ 包含層 土師質土器 皿 (7.4) 黄橙色    1㎜以下砂粒
　　　  少量含む 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

36 8 28 主郭２ 包含層 瓦質土器 筒形火鉢 (21.4) 黄橙色 紐作り成形 文様：小鹿文・S 字文繋ぎ

36 9 28 主郭２ 包含層 瓦質土器 筒形火鉢 (11.6) 淡赤橙色 紐作り成形 文様：S 字文繋ぎ / 備考：二次焼
成・香炉ヵ

36 10 27 主郭２ 包含層 瓦質土器 浅丸形火鉢 11.8 5.5 9.7 　　 淡褐灰色 紐作り成形 文様：雷文・S 字文繋ぎ / 備考：
香炉ヵ

36 11 28 主郭２ 包含層 瓦質土器 角形火鉢           薄灰色 板作り成形 文様：菱文 / 備考：二次焼成

37 5 28 主郭２ 包含層 土製品　 土錘 長さ
(5.9)

幅
2.2

厚さ
2.1 黄灰色 良好 外；ナデ　

内；ナデ

50 1 31 北郭 包含層 1 磁器 白磁腰折皿 (8.6) 透明釉 白色 轆轤成形 産地：景徳鎮系

50 2 31 北郭 包含層 1 磁器 青磁碗 (13.7) 青磁釉 灰白色 轆轤成形 文様：二重圏線 / 産地：龍泉系
年代：直口 E

50 3 31 北郭 包含層 1 磁器 青磁鉢 (9.6) 青磁釉 青灰色 轆轤成形 文様：圏線 / 産地：龍泉系

50 4 33 北郭 包含層 1 磁器 青磁折縁盤 (25.4) 4.2 (15.0) 青磁釉 灰白色 轆轤成形 文様：花文 / 産地：龍泉系 / 年代：
V 類新

50 5 31 北郭 包含層 1 磁器 青花端反碗 透明釉・
青料 灰白色 轆轤成形 文様：樹木 / 産地：景徳鎮系 / 備

考：雲堂手 / 年代：碗 B

50 6 31 北郭 包含層 1 磁器 青花瓶 or 壺 透明釉・
青料 灰白色 轆轤成形 文様：花唐草文 / 産地 : 景徳鎮系

備考：内面無釉

50 7 31 北郭 包含層 1 陶器 灰青沙器皿 灰釉 褐灰色 轆轤成形 産地：朝鮮 / 備考：砂目

50 8 31 北郭 包含層 1 陶器 舟徳利 (7.6) 褐釉 灰色 轆轤成形 産地：朝鮮

50 9 31 北郭 包含層 1 陶器 舟徳利 (26.0) 褐釉 暗灰色 叩き成形 産地：朝鮮
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50 10 31 北郭 包含層 1 　陶器　 鉄釉壺 鉄釉 にぶい黄褐色 轆轤成形 産地：中国

50 11 31 北郭 包含層 1 陶器 鉄釉壺 (8.8) 鉄釉 褐色 轆轤成形 産地：中国

50 12 31 北郭 包含層 1 陶器 灰釉卸皿 (12.0) 2.7 (6.0) 灰釉 灰褐色 轆轤成形 産地：瀬戸美濃系

50 13 31 北郭 包含層 1 陶器 擂鉢 　　　灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅴ A

50 14 31 北郭 包含層 1 陶器 擂鉢 (16.8) 灰赤色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：9 条以上 1
単位 / 年代：備Ⅴ A

50 15 31 北郭 包含層 1 陶器 擂鉢 (11.6) 9.0 (9.6) 黄灰色 紐作り成形 産地：備前系 / 備考：10 条１単
位 / 年代：備Ⅴ A

50 16 31 北郭 包含層 1 陶器 甕 にぶい赤褐色 紐作り成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅳ B

50 17 31 北郭 包含層 1 陶器 甕 (32.0) にぶい赤褐色 紐作り成形 産地：備前系 / 年代：備Ⅳ B

 51 1 33 北郭 包含層 1 土師質土器 皿 (6.4) 橙色 　1㎜以下砂粒
　　　少量含む 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

51 2 33 北郭 包含層 1 土師質土器 皿 (6.7) 黄橙色 　0.5㎜砂粒
　 わずかに含む 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

51 3 33 北郭 包含層 1 瓦質土器 角形火鉢 灰色 板作り成形 文様：剣花菱文

51 4 33 北郭 包含層 1 瓦質土器 火鉢（足） 暗灰色 板作り成形

51 5 33 北郭 包含層 1 土師器 るつぼ 7.0 4.0 黄橙色    0.5㎜～ 1.5㎜
　 砂粒少量含む 良好 外；ナデ　

内；ナデ・煤付着

51 6 33 北郭 包含層 1 土師器 るつぼ 7.4 3.4   1㎜以下砂粒
　　    少量含む 良好 外；ナデ　

内；ナデ・煤付着

54 1 34 主郭 SE01 須恵器 甕 青灰色 密 良好 外；平行タタキのちカキメ　
内；青海波オサエ

54 2 34 主郭 SE01 磁器 青磁碗 (13.8) 青磁釉 灰色 轆轤成形 文様：細蓮弁文 / 産地：龍泉系
年代：蓮 B Ⅲ

58 1 34 北郭 SI01
床面 須恵器 坏 ( 身 ) (12.3) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転ヘラケズリ

内；回転ナデ

58 2 34 北郭 SI01
床面 須恵器 高坏 (12.0) 黄灰色 密 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

58 3 34 北郭 SI01
床面 須恵器 壺 灰白色 密 不良 外；平行タタキ・カキメ　

内；青海波当て具

58 4 34 北郭 SI01
床面 土師器 甕 (18.0) 橙色 密 良好 マメツのため調整不明

58 5 34 北郭 SI01
床面 土師器 甕 (14.0) 橙色 密 良好 マメツのため調整不明

58 6 34 北郭 SI01
床面 土師器 鉢 橙色 密 良好 外；マメツのため調整不明　

内；ケズリ

58 7 34 北郭 SI01
埋土 須恵器 坏 ( 身 ) (13.3) 黄灰色 密 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

58 8 34 北郭 SI01
埋土 須恵器 坏 (11.3) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

58 9 34 北郭 SI01
埋土 須恵器 坏 (13.0) 黄灰色 密 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

58 10 34 北郭 SI01
埋土 須恵器 壺 ( 口縁 ) (6.0) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　

内；回転ナデ

58 11 34 北郭 SI01
埋土 土師器 高坏 黄橙色 密 良好 外；ミガキ・赤彩　

内；ヨコナデ

61 1 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 蓋 ) (14.0) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 2 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 蓋 ) (13.0) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 3 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 蓋 ) (15.0) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 4 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (11.5) 3.5 (9.1) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・静止糸切り
内；回転ナデ

61 5 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (12.0) 4.7 (4.3) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転糸切り
内；回転ナデ

61 6 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (13.8) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 7 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (11.6) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 8 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (10.2) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 9 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (8.4) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転ヘラケズリ
内；回転ナデ

61 10 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (11.2) (4.6) (6.3) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転糸切り
内；回転ナデ

61 11 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (12.3) 黄灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ

61 12 35 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (6.0) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転糸切り
内；回転ナデ

61 13 36 北郭 包含層２ 須恵器 坏 ( 身 ) (6.0) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転糸切り
内；回転ナデ
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61 14 36 北郭 包含層 2 須恵器 高台付坏 ( 身 ) (12.2) (6.7) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転ヘラケズリ
内；回転ナデ

61 15 36 北郭 包含層 2 須恵器 高台付坏 ( 身 ) (9.5) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・回転ヘラケズリ
内；回転ナデ　

61 16 36 北郭 包含層 2 須恵器 高坏 (10.6) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・刺突文
内；回転ナデ　

61 17 36 北郭 包含層 2 須恵器 長脚無高坏 (11.4) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・しぼり痕
内；回転ナデ　

61 18 36 北郭 包含層 2 須恵器 壺 白灰色 密 良好 外；回転ナデ・刺突文・櫛描文
内；回転ナデ　

61 19 36 北郭 包含層 2 須恵器 甕 (28.8) 灰色 密 良好 外；回転ナデ・沈線文
内；回転ナデ　

61 20 36 北郭 包含層 2 須恵器 壺 ( 口縁 ) 灰色 密 良好 外；回転ナデ　
内；回転ナデ　

61 21 34 北郭 包含層 2 須恵器 甕 頸部径
(24.8) 灰色 密 良好 外；波状文・刺突文・タタキ　

内；回転ナデ・ケズリ・タタキ　

62 1 36 北郭 包含層 2 土師器 低脚坏 黄橙色  1㎜以下砂粒
　　　  少量含む 良好 外；ヨコナデ

内；ヨコナデ　

62 2 36 北郭 包含層 2 土師器 高坏 黄橙色 0.5㎜砂粒
      わずかに含む 良好 外；ヨコナデ・赤彩

内；ヨコナデ　

62 3 36 北郭 包含層 2 土師器 高坏 9.4 黄橙色 0.5㎜砂粒
      わずかに含む 良好 外；ヨコナデ・赤彩

内；ヨコナデ　

62 4 36 北郭 包含層 2 土師器 高坏 (10.0) 黄橙色  1㎜以下砂粒
　　　  少量含む 良好 外；ヨコナデ・赤彩

内；ヨコナデ　

62 5 36   北郭 包含層 2 土師器 甕 (19.0) 橙色  1 ～ 3㎜砂粒
　　  多量に含む 良好 マメツのため調整不明

Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 名称 銭径 A

(㎝ )
銭径 B
(㎝ )

内径 A
(㎝ )

内径 B
(㎝ )

銭厚
(㎝ )

量目
( ｇ ) 備考

36 12 28 主郭 2 包含層 「元豊通寶」か 0.13 1.1   細片のため計測不能

36 13 28 主郭２ 包含層  「紹定通寶」　　 2.41 2.4 0.66 0.65 0.14 3.6 背字「五」

Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 器種 長さ

(㎝ )
幅

(㎝ )
厚さ
(㎝ )

重量
( ｇ ) 備考

16 8 21 主郭 1 SB03 茶臼 ( 上臼 ) 口径：(20.6) 高さ：11.5 底径：(19.6)    二次焼成を受け、橙色に変色 ( 一部黒い )
　8 分割 8 溝　材質：安山岩（37-1 とセットヵ）

29 8 22 主郭 1 包含層 勾玉 3.7 孔径：0.15 9.4 　材質：赤瑪瑙

37 1 28 主郭２ 包含層 石臼 ( 下臼 ) 底径：(30.0) 　二次焼成を受ける　底部に搾孔したような跡　
　材質：安山岩（16-8 とセットヵ）

37 2 28 主郭２ 包含層 石臼 ( 下臼 ) 口径：(39.0) 　整形痕あり　材質：砂岩

37 3 28 主郭２ 包含層 砥石 11.3 3.4 0.5 42.0 　2 面使用　側面に付着物あり ( 漆か？ )

37 4 28 主郭２ 包含層 砥石 9.8 4.0 0.5 27.0 　2 面使用　刃先痕　付着物あり ( 漆か？ )　

41 1 28 主郭１ 包含層 碁石 2.4 2.5 0.7 6.41 　灰白色　

41 2 28 主郭２ P97 碁石 1.7 2.1 1.1 2.12 　灰白色　

41 3 28 主郭１ P142 碁石 1.7 2.1 1.1 5.20 　暗灰色　

41 4 28 主郭１ P142 碁石 1.7 2.0 0.9 3.75 　黒色　

41 5 28 主郭１ 包含層 碁石 1.7 2.0 1.0 4.05 　暗灰色　

41 6 28 主郭１ 包含層 碁石 2.0 2.0 0.9 3.83 　灰黄色　

41 7 28 主郭 2 包含層 碁石 1.7 1.8 0.7 2.75 　黒色　

41 8 28 主郭１ 包含層 碁石 2.0 2.0 0.8 3.31 　灰白色　

41 9 28 主郭２ 包含層 碁石 2.0 2.5 0.7 5.71 　にぶい黄橙色　

41 10 28 主郭１ 包含層 碁石 1.6 2.0 0.7 2.96 　灰黄褐色　

41 11 28 主郭 2 包含層 碁石 1.8 2.0 0.6 2.89 　灰色

41 12 28 主郭 1 包含層 碁石 1.8 2.1 0.7 3.93 　灰色

　　　　　　　　

 第２表　静間城跡　出土銭貨計測表　

 第 3 表　静間城跡　出土石製品観察表　
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Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 器種 長さ

(㎝ )
幅

(㎝ )
厚さ
(㎝ )

重量
( ｇ ) 備考

41 13 28 主郭１ 包含層 碁石 1.6 1.9 0.65 2.26 　暗灰色

41 14 28 主郭 2 包含層 碁石 1.7 1.8 0.7 3.32 　灰色

51 7 33 北郭 包含層 茶臼 ( 下臼 ) 口径：(35.6) 底径：(18.0) 　二次焼成を受ける　材質：凝灰岩

62 6 36 北郭 包含層 磨石 17.1 16.9 6.1 2,306

Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 器種 長さ

(㎝ )
幅

(㎝ )
厚さ
(㎝ ) 備考

38 1 29 主郭 2 包含層 大型鉄釘 21.4 1.2 1.0 　完形

38 2 29 主郭２ 包含層 大型鉄釘 (18.0) 1.7 　完形

38 3 29 主郭２ 包含層 大型鉄釘 (10.3) 0.9 1.0 　先端部欠損

38 4 29 主郭２ 包含層 大型鉄釘 (8.0) 1.9 1.0 　先端部欠損

38 5 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (10.2) 0.6 0.8 　先端部欠損

38 6 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.8) 0.6 0.8 　先端部欠損

38 ７ 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (3.7) (0.6) 0.4 　先端部欠損　　曲線的に曲がる

38 8 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (2.5) 0.35 0.35 　先端部欠損

38 9 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.3) 0.4 0.35 　先端部欠損

38 10 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (2.5) 0.3 0.25 　先端部欠損

38 11 29 主郭２ 包含層 鉄釘 3.0 0.3 0.3 　先端部欠損　　少し曲がる

38 12 29 主郭２ 包含層 鉄釘 3.1 0.4 0.5 　ほぼ完形か

38 13 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.2) 0.5 0.4 　先端部欠損

38 14 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.8) 0.4 0.4 　先端部欠損

38 15 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (2.5) 0.4 0.3 　先端部欠損

38 16 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (3.5) 0.6 0.5 　先端部欠損

38 17 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (3.8) 0.4 0.3 　先端部欠損

38 18 29 主郭２ 包含層 大型釘か　 8.0 1.9 1.0 　完形か　

38 19 29 主郭２ 包含層 鉄釘 3.7 0.6 　0.6　 　頭部わずかに欠損

38 20 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (6.5) 0.8 0.9 　ほぼ完形

38 21 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (9.6) 1.0 0.9 　先端部欠損

38 22 29 主郭２ 包含層 大型鉄釘 (5.2) 1.1 1.2 　先端部欠損

38 23 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (7.6) 1.5 0.9 　先端部欠損

38 24 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (7.3) 1.4 0.5 　先端部欠損

38 25 29 主郭２ 包含層 鉄釘 8.0 0.6 0.6 　完形

38 26 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (3.3) 0.6 0.5 　先端部欠損

38 27 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.8) 0.4 0.6 　先端部欠損

39 1 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (6.5) 0.9 1.0 　先端部欠損

39 2 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (7.1) 0.7 0.8 　先端部欠損

39 3 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (5.5) 0.8 0.5 　先端部欠損

39 4 29 主郭２ 包含層 鉄釘 3.2 0.4 0.35 　先端部欠損

39 5 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (3.2) 0.40 0.35 　頭部及び先端部欠損

 第 4 表　静間城跡　出土金属製品観察表　
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Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 器種 長さ

(㎝ )
幅

(㎝ )
厚さ
(㎝ ) 備考

39 6 29 主郭 2 包含層 鉄釘 (1.8) 0.5 0.4 　先端部欠損

39 7 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.3) 0.35 0.4 　先端部欠損

39 8 29 主郭２ 包含層 鉄釘 2.4 0.3 0.3 　ほぼ完形か

39 9 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.6) 0.5 0.5 　先端部欠損

39 10 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (3.4) 0.5 0.5 　先端部欠損　　直線的に曲がる

39 11 29 主郭２ 包含層 鉄釘 0.4 0.5 　頭部欠損　　曲線的に曲がる

39 12 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (2.5) 0.4 0.4 　頭部欠損　　

39 13 29 主郭２ P108 鉄釘 (2.8) 0.3 0.6 　頭部欠損

39 14 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (9.3) 0.6 0.6 　中央部一部欠損、頭部及び先端部欠損

39 15 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (6.3) 1.3 1.0 　両端部欠損

39 16 29 主郭２ 包含層 鉄釘 9.2 1.2 0.6 　

39 17 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.0) 0.6 0.9 　頭部及び先端部欠損

39 18 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (5.2) 0.6 0.8 　先端部欠損

39 19 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.3) 0.6 0.5 　頭部及び先端部欠損

39 20 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (4.8) 0.7 0.8 　頭部及び先端部欠損

39 21 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (6.2) 0.9 0.9 　頭部及び　先端部欠損

39 22 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (6.1) 0.4 0.7 　中央部一部欠損、頭部及び先端部欠損

39 23 29 主郭２ 包含層 　鉄釘　 0.4 0.35 　先端部折れ曲がる

39 24 29 主郭２ 包含層 鉄釘 0.6 0.7 　頭部及び先端部欠損　　直角に折れ曲がる　

39 25 29 主郭２ 包含層 鉄釘 (7.9) 0.7 0.8 　頭部垂直に折り曲げる　先端部欠損

39 26 29 主郭２ 包含層 鉄鏃 10.3 0.8 0.6 　中央部で折れるがほぼ完形　

39 27 29          主郭２ 包含層 板状鉄製品 (6.4) 1.2 0.5 　上端部径 4㎜の穿孔　先端部欠損

40 1 30 主郭２ 包含層 板状鉄製品 (4.5) 6.1 0.3 　一部欠損

40 2 30 主郭２ 包含層 鐸状鉄製品 (10.5) (5.8) 　中央部 0.7 × 1.1㎜の方形孔か　
　錆膨れにより形状不明

40 3 30 主郭２ 包含層 環状鉄製品 径：3.3 　完形

40 4 30 主郭２ 包含層 不明鉄製品 　２個体が錆により付着した可能性あり

40 5 30 主郭２ 土塁下 環状鉄製品 径：(1.3) 0.4 　約 1/2 欠損

40 6 30 主郭２ 包含層 環状鉄製品 (6.0） 　

40 7 30 主郭２ 包含層 棒状鉄製品 (7.3) 1.6 1.2

40 8 30 主郭２ 包含層 鉄製金具 5.3 6.3

40 9 30 主郭２ 包含層 鉄製飾り金具 7.3 6.5

40 10 30 主郭２ P108 鉄製釜蓋か 径：14.0 　内面に返しあり

40 11 30 主郭２ 土塁下 不明鉄製品 6.0

40 12 30 主郭２ 包含層 不明鉄製品 (5.2) 0.8

40 13 30 主郭２ 包含層 不明鉄製品 (4.3) 1.5

40 14 30 主郭２ 包含層 不明鉄製品 (4.6)

40 15 30 主郭２ 包含層 鉄製釜蓋か 径：14.0 0.7 　中央部に取っ手飾りか

40 16 30 主郭２ 包含層 不明鉄製品 (6.4)

40 17 30 主郭 2 SB03
P51 板状鉄製品 (6.4) 3.1 0.3

40 18 30 主郭 1 包含層 板状鉄製品 5.9 1.6 0.5　
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Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 器種 長さ

(㎝ )
幅

(㎝ )
厚さ
(㎝ ) 備考

40 19 30 主郭 2 包含層 板状鉄製品 (7.9) 1.7 0.5

40 20 30 主郭 1 包含層 棒状鉄製品 5.3 1.7 1.2

40 21 30 主郭２ 包含層 板状鉄製品 0.3

40 22 30 主郭２ 包含層 板状鉄製品 (2.7) 1.4 (0.5)

40 23 30 主郭２ 包含層 板状鉄製品 4.0 1.2 0.4

40 24 30 主郭２ 包含層 板状鉄製品 (3.1) 1.7 0.15

52 1 33 北郭 包含層 大型鉄釘 (8.6) 1.1 0.6 　先端部欠損

52 2 33 北郭 SK02 環状鉄製品 　径：2.8 ～
　　　　3.0 0.9

52 3 33 北郭 包含層 棒状鉄製品 1.1 1.0 ～ 1.4 　両端部欠損　頭部の丸い釘状製品が打ち込まれている　
　直角に曲がる　

52 4 33 北郭 包含層 2 鉄製把手か (10.6) 4.3

52 5 33 北郭 包含層 不明鉄製品 (9.1) (7.4) 0.6

52 6 33 北郭 包含層 板状鉄製品 (10.2) (9.5) 0.8

52 7 33 北郭 包含層 板状鉄製品 (6.5) (5.1) 0.4

52 8 33 北郭 包含層 板状鉄製品 (4.7) (6.5) 0.8

52 9 33 北郭 包含層 板状鉄製品 (5.1) (5.5) 0.6

52 10 33 北郭 包含層 板状鉄製品 0.6

52 11 33 北郭 包含層 板状鉄製品 (3.0) (4.6) 0.6

Fig 番号 写真
図版

調査
区

出土
地点 種別 長さ

(㎝ )
幅

(㎝ )
厚さ
(㎝ )

重量
( ｇ ) 磁着度 メタル度 備考

47 1 28 北郭 1 １号炉 鍛冶滓 8.1 6.6 5.2 206 5 H

47 2 28 北郭 1 １号炉 鍛冶滓 9.7 7.1 2.5 189 7 H

47 3 28 北郭 1 １号炉 椀型鍛冶滓 11.2 7.2 8.1 696 11 M

47 4 28 北郭 1 １号炉 羽口 6.2 4.6 6.9 118 4 銹化

第 5 表　静間城跡　出土鍛冶滓観察表　
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第４章　総括

　今回の調査では静間城跡の南側斜面以外のほぼ全域の調査が行われた。これまで城の斜面（切岸）

を含む城の全域を発掘した事例としては県内初と言え、山城の全体構造を解明する上でも貴重な調

査となった。山城の残りも非常に良く、大規模な建物跡や土塁等が検出されたが、堀切や竪堀など

の山城に通常見られる防御施設は確認されていない。防御施設は城の重要な構成要素であるにもか

かわらず、それらがほとんど存在しない静間城跡は軍事的な性格が薄い山城と言えそうである。そ

れがどのような理由によるものか明らかにすることはできないが、ここでは、調査で確認された遺

構や遺物を中心にして静間城跡の構成と性格、存続期間等について検討してみたい。

第１節　静間城跡の特徴と性格
１．静間城跡の構成と景観

　今回確認された遺構は主郭で掘立柱建物跡４棟、礎石建物跡２棟、土坑５基、土塁２基、井戸跡

１基、北郭で掘立柱建物跡１棟と礎石建物跡１棟、鍛冶炉跡２基を検出している。遺物も国産陶器

の他に貿易陶磁も多数出土しており、山城としては比較的多くの遺構、遺物が確認されたことにな

る。建物の規模や鍛冶炉、井戸跡等の存在は、恒常的にこの場所が居住域であったことを示してい

るものと推測され、近年の発掘調査でも関津城跡や石山城跡など山頂部の郭から建物跡等が検出さ

れるなど、明らかに山城で居住していたことを示す事例が増加している。静間城跡は丘陵上に築か

れた居館的な居住空間を兼ね備えた山城と評価されようか。

　静間城跡は他の山城に見られるような多郭のタイプではなく、主郭と北郭の２箇所の郭で構成さ

れていた。両者の様相には明らかに相違が認められ、たとえば主郭の掘立柱建物跡は片面または両

面に庇を伴う構造を呈するが、北郭の建物跡には認められない。礎石建物跡も主郭では礎石のみで

あるのに対して、北郭では根石を伴っている。さらに主郭にはない鍛冶炉跡が確認されていること

にも差異が生じている。それぞれを詳細に見ていくと、主郭１は南北方向に延びる平坦面に２棟の

建物を配置し、北端付近に櫓の可能性のあるＳＢ０１を置き、その南隣には東西両面に庇を伴う建

物であるＳＢ０４が配置されている。ＳＢ０４は庇部分を含めると山城の中では最大規模となるこ

とから主殿等の用途が考慮され、主郭１は日常的な空間としての機能が推定される。主郭２は主郭

１から東側に細長く延びる平坦面で４棟の建物跡が確認された。ＳＢ０２・０３ともに片面に庇を

伴う総柱建物という特異な要素をもつ掘立柱建物であり、これに接するように礎石建物跡２棟が配

置されている。掘立柱建物と礎石建物はそれぞれ同様の規模及び構造を有する建物であることから、

４棟が同時併存していたとは考え難い。ＳＢ０３と礎石建物跡１が同時に火災に遭っていることや

配置状況等から推察すれば、ＳＢ０２と礎石建物跡２、ＳＢ０３と礎石建物跡１が時期を異にして

併存していた可能性が高い。周辺からは天目茶碗、香炉、茶臼などが比較的多く出土していること

からみれば、会所的な施設であった可能性も考えられ、礎石建物跡は饗応に用いられる財を収納し

た道具蔵のような用途も想像される。よって、主郭２は儀礼的空間としての機能が想定されようか。

主郭１と主郭２の間には堀切や区画溝などは認められないものの、機能が異なると考えられる建物

がそれぞれ配置されていることは、「ハレ」と「ケ」の場という空間が使い分けられていたのでは
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ないだろうか。

　北郭については柱穴も多く確認されており、多数の建物が建っていた様子も推測される。しかし

ながら建物として復元できたものは２棟と少なく、主郭と比較してもやや規模が小さい。大きく異

なるのは鍛冶炉の存在である。これは北郭で金属加工が行われていたことを示す証拠となり得るも

のであるが、城主が直々に金属加工に関わる可能性は極めて低いと考えられ、家臣など城主以外の

居住者の存在を示唆していると言える。なお、出土遺物に武器等の戦闘に関わる製品はほとんどな

く、建築部材用の釘等が主であることから、城の維持管理に必要な部材を生産していた可能性が指

摘できる。従って、北郭は居住空間を保ちながら鍛冶関係の作業場等として利用されていたと理解

しておきたい。

　以上のように主郭と北郭では明瞭に機能差もしくは階層差があったものと考えられ、主郭は城主

層の居住区域で北郭は城主以外の居住もしくは作業区域が想定されようか。このような建物構成は

居館的様相を示し、基本的な構成は平野部の居館と大きく変わるものではない。それは出土遺物に

も現れており、茶道具や青磁、白磁等の貿易陶磁が出土する点も同様である。このように概観する

と、主郭の西側には櫓と主殿、東側には会所と倉庫、北郭では作業小屋や倉庫などが建っていたと

いう景観が復元される。

２．防御施設から見た静間城跡

　城の重要な構成要素である防御施設については、土塁と切岸のみが確認されており、堀切や竪堀

など通常の山城にみられる防御施設を備えていない点が静間城の特徴と言える。なお、縄張り図作

成時においては虎口の存在も想定していたが、調査の結果、その痕跡等を確認することはできなか

った。

　切岸は城の斜面部のほぼ全面に施され、斜度はおおむね 45°前後である。主郭と山城裾部との高

低差は約 20 ｍであるが、麓からそびえ立つように見える切岸の状況は、視覚的にも防御機能とし

ての効果を具体的に示しているものと言える。

　土塁は郭を廻るものではなく２箇所の高まりのような状態で検出されている。土塁１はＳＢ０４

に、土塁２はＳＢ０２・０３に接するように配置されており、建物を防御することを最大の目的と

して築造されたものと捉えることができる。現状での高さは両者とも約１ｍ程度であるが、堆積土

の状況から地山削り出し後に盛土成形で造り出されたと考えられ、築造時の規模は２ｍ以上の高さ

を備えていたものと思われる。土塁１・２の背後は急峻な切岸であり、特に土塁２では切岸裾部が

静間川に面することから、これらと併せて高低差が増すことで防御性を高めた状況を造り出すこと

になり、郭を廻らなくても十分防御性能を発揮できたのではないだろうか。

　ただし、土塁１の内側には非常時に際する備えとしての飛礫石が置かれており、土塁と切岸のみ

での防御が本当に可能であったのか注意されるところである。全体的な構成からみれば恒常的に軍

事的な緊張状態に陥ることの少ない状況にあったと推測され、居住と政治の支配拠点としての居館

に重点を置いた城と見ることができる。

　３．建物跡の様相と城の存続期間

　前述したとおり、静間城跡では掘立柱建物跡５棟と礎石建物跡３棟の計８棟の建物跡が確認され

ている。これらのほとんどは柱列が直線的で柱間の寸法もほぼ統一されている。当該期の建物跡に

は城跡や集落跡を問わず、柱間が直線的でないことや柱間の寸法が統一的ではないことが多く見受
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けられる中で、当城の建物は規格性の高い建物であることが窺える。また、掘立柱建物跡の多くに

は庇を伴うものが存在することも特徴の一つと言えよう。

　掘立柱建物跡の構造及び面積等について改めて見ると、ＳＢ０１は２間×２間の側柱建物で面積

16㎡、ＳＢ０２は２間×５間の総柱建物で北側に庇を伴い、身舎の面積は 42㎡、庇を含むと 51

㎡となる。ＳＢ０３もＳＢ０２と同様の構造を呈するが、身舎の面積 41.04㎡、庇を含むと 52.92

㎡となり、ＳＢ０２より若干大きい。ＳＢ０４は２間×５間の掘立柱建物で東西両面に庇を伴い、

身舎の面積 40㎡、庇を含むと 62㎡と城内では最大の規模を誇る。ＳＢ０５は２間×３間の側柱建

物で面積は 20㎡である。先に述べたようにそれぞれ機能の異なる建物と考えられ、再度、記述す

れば以下のとおりである。ＳＢ０１は城内で最小規模の建物であり、複数の人間が居住するのに適

しているとは考え難い。正方形の建物空間を有すること、根石を伴うことや配置場所などから櫓の

可能性を考えた。ＳＢ０２・０３のような規模の大きい総柱建物は日常的な居住施設として評価さ

れるが、出土遺物から考慮すれば儀礼的な場もしくは会所的な建物が想定される。ＳＢ０４は両面

に庇を伴うことと間仕切りの柱穴により２～３の部屋に分割されることなどから、他より格式が高

い建物と考えられ、主殿などの当城の中枢的施設の可能性が高い。ＳＢ０５は通常見られる側柱建

物であり北郭で検出されたことから判断すると居住用もしくは作業小屋等の用途が推測される。

　礎石建物跡では礎石の残存状況が悪く明確な規模を把握するのは困難であるが、礎石建物跡１は

３間×３間と推定され、面積は９㎡と小規模である。礎石建物跡２も全形が判明しないが礎石建物

跡１と類似した形態の可能性が高いであろう。礎石建物跡３は現状では２間×１間で面積 17.2㎡

となる。礎石建物が採用される背景には瓦葺きや建物の高層化などに伴って増加した建物の重量を

支えるためという機能が考えられるが、瓦の出土は皆無であることから、瓦葺き建物の存在は考え

られないだろう。櫓などの高層建築物の可能性も否定できないものの、礎石建物跡１・２は出土遺

物の内容からみて倉庫の可能性が高いと判断した。礎石建物跡３は北郭で確認されたことを鑑みれ

ば作業等に関する倉庫と考えた方が妥当ではなかろうか。

　次に建物の存続期間について見ることにする。主郭１で検出されたＳＢ０１と０４については、

周辺に他の柱穴の存在が少なく、重複するものも認められないことから判断すれば、建て替えが行

われた可能性は低いと考えられる。出土遺物は 15 世紀中葉～ 16 世紀前葉に位置づけられること

から、15 世紀中葉頃の建築時期が想定される。ただし、陶磁器類は伝世されることも多く、古い

時代のものが使用されることはよくある。詳細は次節で述べるが消耗材である備前焼擂鉢の年代観

は 15 世紀後葉から 16 世紀前葉と考えられ、そうした観点からすれば、建築時期は 15 世紀後葉

の可能性が高いのではないだろうか。主郭２ではＳＢ０３と礎石建物跡１が火災に遭っている。火

災跡から出土した二次焼成を受けた遺物から判断すると、16 世紀前葉頃に火災によって焼失した

ことは間違いない。また、それより新しい時期の遺物が認められないことから、火災後に建物等を

建て替えたとは考えられない。だとするとＳＢ０２はＳＢ０３より先行する建物と言え、建築時期

についてはＳＢ０４と同時期頃と理解されようか。また、ＳＢ０３周辺には他の柱穴も多数存在し

ていることから推察すれば、ＳＢ０２が存在していた時期に他の用途の建物が建てられていた可能

性もあるものの判然としない。

　このように建物跡及び出土遺物の様相から静間城の存続期間は 15 世紀後葉～ 16 世紀前葉頃と

想定され、比較的短期間の山城であったと言える。居住を主にして築かれたと考えられるにもかか
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わらず、存続期間が短いのはどのような理由によるのであろうか。契機となった要因の一つにＳＢ

０３等の火災が考えられる。火災跡から出土した遺物量の多さは、廃絶時に伴う火災・破壊行為な

どではなく、明らかに生活している状態で火災に遭った状況を示している。これは不注意の火事も

しくは戦などの不時の原因による火災が想定されるだろう。火災後に再建されなかった理由が問題

となるが、この時点で廃城となった、もしくは防御性能を高めた城を別の場所に築いたことなどが

推測されようか。推測の域を出ない部分が多いものの、いずれにしても 16 世紀前葉頃には居館的

な居住空間も兼ね備えた静間城は終焉を迎えたのであろう。

４．文献史料からみた静間

　この静間城の築城や廃城についての文献史料や伝承等は存在しない。そのため城主を特定するこ

とも困難と言える。石見地方には出雲の尼子氏のような有力な戦国大名は存在せず、中小の領主層

が乱立していたと見られており、静間城もそのうちの中小領主が築いたものと言える。静間地域に

おける当時の社会的情勢を記す文献史料も僅かであり詳細不明な部分が多い中で、『島根県の地名』

（平凡社 1995）の静間郷において、当地の歴史的事象を少し知ることができる。静間郷は邇摩郡

に属しており、室町期を通じて邇摩一郡支配を続ける大内氏の支配下にあった。ただ当時の大内氏

と邇摩郡の関わりは緩やかであり、現地に代官を駐在させて事務処理に当たらせていたものと思わ

れる。文明 13（1481）年に大内氏は吉川兼祐（石見吉川氏）に対して、上静間右馬充が治める静

間郷の 36 貫文の領地を宛行っている。しかし、上静間氏はこの移譲を認めず実行支配を続けて、

石見吉川氏との間で 60 年にも及ぶ争論となっている。この静間郷は石見吉川氏にとって本貫地の

一つとしてあげられる重要な所領でもあったが、天文 10（1541）年には吉川経典は静間郷の領有

を諦め、大内氏に対して代替地を求めている。このことから、上静間氏がこの時期まで静間郷に割

拠していた様子を窺い知ることができる。

　以上のように文献史料には上静間氏の名が認められ、静間郷において有力な領主であることがわ

かった。このように見ると上静間氏は静間城の築城主として有力な候補と評価することも可能であ

るが、現状ではそれを確証する根拠に乏しいと言える。また、静間郷は上静間と下静間に分かれて

いたと推測されていることから、下静間氏の存在も予想される。そうであれば静間郷には少なくと

も有力な領主が二人存在していたことになる。

　築城主の特定には静間郷及び静間氏に関連する史料の増加に期待しなければならないが、山上に

居館を構えた時代背景として、当時の静間郷をめぐる上静間氏と石見吉川氏との緊張関係を反映し

ている可能性も指摘できるのではないだろうか。

第２節　出土遺物の様相
　個別の遺物については本文に記しているので、ここでは出土遺物にみられる様相を、集計表と組

成をもとにして窺うこととする。後述するように貿易陶磁と備前系陶器に時代相や地域性が現れて

いることが確かめられた。次に出土遺物にみる静間城の様相として、遺跡の年代観について検討を

行った。本来は消費幅が小さい土師質土器をもって年代観の比定を行うのが最善と思われるが、当

遺跡周辺の土師質土器の編年が未確立により、陶磁器の編年を用いることとした。そのうち貿易陶

磁よりも消費幅が小さいと思われる備前焼編年を基準に置いている。出土遺物にみる年代幅は比較

的小さく、おおむね一時期のものとして捉えられた。最後に当遺跡から出土した備前系の輪花鉢と
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筒形鉢についての小考を行った。

1. 組成からみる土器・陶磁器の様相

当遺跡から出土した土器・陶磁器の破片数と推定個体数を集計したのが第 6 表である ( 註 1)。

この集計表をもとに 3 つのグラフを作成したのが第 7 表であり、左側の円グラフは集計した破片

数を材質・産地別に分けている。陶磁器のみを抽出したのが右側の円グラフで、外円は破片数、内

円は推定個体数の組成比をそれぞれ示したものである。

　破片数を材質的にみると、磁器 ( 白磁・青磁・青花・不明 ) が 8.8％、陶器 ( 中国・朝鮮・瀬戸美濃・

備前 ) が 15.3％、土器（瓦質・土師質）が 75.9％であり、磁器・陶器・土器のそれぞれの特性（剛性・

耐熱・価格など）を生かして機能を分化している。産地別では在地系（土師質）が 68.7％、備前

系が 12.6％、中国 ( 白磁・青磁・青花・中国陶器 ) が 8.5％、朝鮮が 2.2％、瀬戸美濃系が 0.2％、

不明（不明・瓦質）が 7.8％となる。機能別にみると供膳具 ( 碗・皿など ) が 77％、貯蔵具（壺・

甕など）が 12％、暖房具（火鉢）が 7％、加工具（擂鉢・卸皿）が 3％である。土師皿に油煙痕

を伴うものは確認されなかったことから、大部分は酒宴に使われる “ かわらけ ” と思われるので供

膳具として扱っている。

第 7 表の右側円（内・外）グラフで示される陶磁器における破片数と推定個体数を比較してみ

ると、備前系や朝鮮陶器は推定個体数では比率が減少し、逆に青磁の比率は増加する傾向が窺える。
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第 7表　静間城跡出土陶磁器組成円グラフ (％)
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瀬戸美濃

備前
瓦質

土師質

中国

貿易陶磁器

白磁 青磁 青花 中国陶器 朝鮮
陶器

景徳鎮系 邵武系
不明

龍泉系 景徳鎮系 南平茶窯系 鉄釉 灰青

皿 皿 D 直口 E 雷 C Ⅱ 蓮 B Ⅲ 蓮 B Ⅳ 稜花皿 盤 鉢 瓶 or
香炉 壺 碗 B 小杯 皿 B1 瓶 or 壺 天目 壺 or 瓶 皿

破片数 1 　3　 1 1 2 14 7 20 4 1 1 1 15 3 12 1 1 2 　

推定個体数 1 3 1 2 5 5 9 1 1 1 1 3 2 4 1 1 2 1

　

貿易陶磁器 国産陶器 土器
朝鮮
陶器 不明 瀬戸美濃系 備前系 瓦質 土師質

褐釉 朝鮮 or
中国 灰釉 焼締 灰釉 鉢類 壺類

甕類 不明
火鉢 小形火鉢

皿
舟徳利 白磁皿 瓶ヵ 丸形鉢 卸皿 輪花鉢 筒形鉢 擂鉢 短頸壺 水屋甕 小形壺 箱形 浅形 鍔縁 筒形 浅丸形

破片数 22 4 1 1 3 14 1 34 17 16 3 47 1 62 7 4 1 2 725
推定個体数 3 1 1 1 2 3 1 12 1 2 3 2 2 1 1 1 1 71

第 6 表　静間城跡出土陶磁器集計表（個）
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器種別にみると瓦質土器の火鉢 (18.3 倍 )、備前焼の甕 (11 倍 )、朝鮮陶器の舟徳利 (7.3 倍 ) は推

定個体数に対して破片数の比率が高く、青磁や白磁の碗・皿はあまり変化しない傾向が認められる。

大形のものないし薄手のものは小形で厚みのあるものよりも破片数の比率が高くなる傾向が想定さ

れていたが、今回の集計では 10 倍を超える事例のあることが確かめられた。推定個体数では、多

い順から青磁碗が 13 個体、備前系擂鉢が 12 個体、青磁皿が 8 個体を数える。青磁の碗や皿は同

一器種を一定数を揃えることから供膳具であったと考えられるが、加工具の擂鉢が数多く出土して

いることが注目される。粉砕を目的とする加工具は擂鉢以外にも石臼 3 個体 (16-8、37-1、37-2、

51-7) や卸皿 2 個体（50-12、16-5）も出土しており、いずれも使用面は摩耗している。城内で盛

んに粉砕加工を行っていた様子が窺える ( 註 2)。

土師皿以外の供膳具は貿易陶磁によって占められており、なかでも約八寸大 (25.4㎝ ) の青磁

盤 (29-4/50-4) は小野氏が威信財として位置付ける貿易陶磁に含まれる（小野 2003）（註 3）。そ

のほか青磁の瓶 or 香炉 (32-19)、壺 (32-20)、青花壺 or 瓶 (50-6)、天目碗 (32-26)、茶臼 (16-6、

37-1 他 )、香炉 (36-9、36-10)、瓦質火鉢（29-7、36-8、36-11、51-3、51-4）なども上位ラン

クの什物と思われる（註 4）。貯蔵具や加工具はすべて国内陶器で、そのほとんどが備前系で占め

られており、僅かに瀬戸美濃系を含む。当時の備前焼では生産していない卸皿は瀬戸美濃系のもの

を使用するが、それ以外の鉢類や壺・甕類は備前系のものであった。

以上、機能別の組成は居住性を備えた家財道具の様相を呈している。少量ではあるが当時の威信

財や茶道具などを所持する文化的素養と経済力が窺え、組成の 7 割近くを占める“かわらけ”は酒

宴を主催したことを示している(註5)。以上のことから静間城は応急的な施設ではなく居住性を備えた

領主の居館であったと思われる。

土師質土器

出土した土師質土器の器種はすべて皿（土師皿）であり、破片数の比率は 68.7％と最も多い。

土師皿は轆轤で成形されたもので、成形や胎土が異なるものは含まれなかった。遺跡地周辺で作ら

れた在地系と思われる。器形は高台が小さく外開きに立ち上がり、おおむね共伴する陶磁器に示さ

れる年代観に収まるものと思われる（註 6）。県内における土師皿の組成比が高い遺跡をあげると、

石見国最大の国人領主である益田氏の居城七尾城跡（益田市）が 78.3％（註 7）、15 世紀末から

16 世紀前半の城館遺跡である土居成遺跡（安来市）が 77.3％（註 8）、12 世紀後半から 15 世紀

前半代の方形居館である蔵小路西遺跡（出雲市）が 97.1％となる（註 9）。土師皿の大量出土につ

いて、福井県一乗谷遺跡の出土遺物を分析した小野氏は、朝倉館の “ かわらけ（土師皿）” が京都

周辺並みに組成の 9 割を占めることから、“ かわらけ ” を大量に使用する儀式を行う階層性を示す

ものと重視する（小野 1991）。

当遺跡は出土遺物の総点数が少ないことから、大量使用については不明な点もあるが、県内の城

館遺跡に準じた組成を示したものといえる。

白磁・青磁・青花

広島県内で出土した中国製の白磁・青磁・青花の組成比に当遺跡を加えたのが第 8 表であり、

中国地方における中国磁器の組成比の変遷を示したものである ( 註 10)。15 世紀代には 8 割を占

める青磁は 16 世紀かけて減少し続け、代わって青花が高くなる傾向が窺える。尼子氏関連遺跡と

吉川氏関連遺跡の貿易陶磁の検討を行った村上氏は、青磁主体から青花主体へと変化したのは 16
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9% 59% 32%

78%7%15%

白磁 青磁 青花

小倉山城跡

城仏土居屋敷跡

薬師城跡

静間城跡

吉川元春館跡

万徳院跡

大通院谷遺跡

鈴尾城跡

15C. ～ 16C. 前半

16C. 前半

15C. 後半～ 16C. 前半

15C. 後半～ 16C. 前葉

16C. 後半～後葉

16C. 後半

16C. 後半

16C. 後葉

14% 7%80%

16% 68% 17%

14% 16% 70%

36%59%6%

19% 12% 69%

83%17%

世紀中頃と指摘するので（村上 2013）、当遺跡はその前段階であったことがわかる。15 世紀中葉

から 16 世紀中葉における貿易陶磁の全国的な傾向を分析した水澤氏は、遺跡から出土する青磁・

白磁・青花の割合が時期的に変化することを示している。青磁の場合、通常の遺跡では 15 世紀後

半では 6 割を超え、16 世紀第 1 四半期は 3 割強とされる。当遺跡は 58％であり、ほぼ上記の範

疇に収まる。また白磁は 15 世紀後半から 16 世紀第 1 四半期にかけて 2 ～ 3 割を占めるとされるが、

当遺跡では 6％にとどまり低い傾向を示している。青花は大多数の遺跡では 15 世紀後半は 2 割以

下で 16 世紀前半から 1570 年頃までは 3 割程度とされる。当遺跡では 36％となりやや高めの比

率になる。全国的な傾向と比較すると、青磁はほぼ同率であるが、白磁が少なく代わりに青花が若

干高めの傾向となる。

朝鮮陶磁

貿易陶磁に占める朝鮮陶磁の割合は 19.3％であり一定量を占めている。全国的にみて朝鮮陶磁

の比率が高いとされる中須西原遺跡（益田市）では 12％であり、とくに 15 世紀後半から 16 世紀

前半代がピークとされる（木原・佐伯 2016）。当遺跡では全体的な資料点数が少ないなか破片点

数の多い舟徳利が換算されることにより実感より高めの数値となるが ( 註 11)、遺跡の存続期間が

短いことから 15 世紀後半から 16 世紀前半の傾向を端的に示した可能性も考えられる。村木氏は

日本海沿岸の中須東原・西原遺跡などでみつかる朝鮮陶磁器の灰青釉陶器 ( 本報告書：灰青沙器 )

の皿などは商品的価値が低い雑器と考えられ、主力製品の綿布に伴ったものではないかとする。ま

たこうした雑器は瀬戸内地方での出土例は少なく、博多を経由しない対馬から山陰地域の港に直接

持ち込まれた可能性を指摘する（村木 2016）。関氏はこうした村木氏の見解を受けて、貿易形態

は朝鮮における私貿易ないしは密貿易であった可能性を考える ( 関 2016)。越前と若狭の貿易陶磁

を分析した阿部氏は、日本海側で出土する朝鮮陶磁は海岸に近い遺跡では多く、内陸部では急減す

る傾向があり、福井県小浜より西でみられる朝鮮陶磁の卓抜は山陰的様相の特徴の一つと指摘する

（阿部 2016）（註 12）。

静間城は日本海を望む高台に位置し、東麓は静間川が流れる水陸を結ぶ要地である。朝鮮陶磁か

らみる当遺跡は 15 世紀後半代から 16 世紀前半代の山陰地方沿岸部の遺跡に見られる特徴を示し

ている。

第 8 表　中国磁器の組成（％）( 沢元 2008/ 小都・西尾・守岡 2016　掲載表より作成 )
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備前系陶器

土師質土器に次いで破片数が多いのが備前系陶器であり全体の 12.6％となる。陶磁器では

52.2％と過半数を占めるが、これは破片数の多い甕によって比率が高めに出ているものと思われ

る。陶磁器の推定個体数でも青磁についで多く、ほぼ三分の一を占める。器種は壺・甕・擂鉢に、

15 世紀後半以降に作られ始めた筒形鉢と輪花鉢を加えている。時期はⅣ B 期（15 世紀前半～ 16

世紀初頭）からⅤ期（15 世紀末～ 16 世紀後半）であるが、いずれの器種もⅣ B 期からⅤ期への

移行期に属するものである。広域にわたって備前焼の分布とその傾向を分析した重根氏によると、

Ⅳ B 期は分布域が拡大した時期で遺跡あたりの出土点数も増加する。この備前焼の流通が拡大する

背景として、中国地方一帯を押さえた山名氏勢力の伸張が影響を与えた可能性を示唆する。続くⅤ

期は遺跡数・点数ともに減少して城館関連遺跡のみから出土する状況へと変化する（重根 2016）。

大田市域ではⅣ A 期（14 世紀前葉～ 15 世紀中葉）から備前焼が出土し、Ⅳ B 期からⅤ A 期は遺

跡数と器種を増やすが、VB 期（16 世紀後葉）からⅥ期（17 世紀前葉～ 17 世紀中葉）にかけて

石見銀山遺跡内に収斂する状況であった（重根 2008）。

県内の中世遺跡の事例をあげると、石見部の七尾城跡では備前系は土器・陶磁器（瓦を除く）の

0.4％であり、陶磁器では 10％である。同様に中須東原遺跡（益田市）では土器・陶磁器の 0.3％、

陶磁器では 10％（註 13）となる。出雲部の土居成遺跡では土器・陶磁器の 17.4％、陶磁器の

76.7％を占める。事例数は少ないものの、出雲部の城館遺跡では備前系の比率が高く、石見西部

の益田氏関連遺跡では低い傾向が窺える。

当遺跡は備前焼が広範囲かつ大量に流通したⅣ B 期から城館を中心とした流通へ変わるⅤ期に

かかり、陶磁器の過半を備前系が占める状況を呈している。備前系の組成比でみると石見西部より

出雲側の様相に近く、美保関を中継地とする当時の流通の有様を示している可能性がある。

2. 出土遺物にみる静間城の様相

　第 64 図は出土した陶磁器を年代観の分かるものを軸に産地別に配置したものである（註 14）。

出土した陶磁器では古いものでは白磁皿 (D)、青磁碗 (C- Ⅱ、E、B Ⅲ )、青磁盤、青花碗（B）など

があげられ、時期は 15 世紀中葉に遡る。ただしこうした磁器製品は耐久消費材として世代を超え

て使用される財産的価値があり（註 15）、消耗を前提とする使用価値である擂鉢がより築城年代を

示しているように思われる。出土した備前系擂鉢はいずれもⅣＢ -3 期からⅤＡ期への移行期に属

しており、年代観は概ね 15 世紀後葉から 16 世紀前葉に収まる。よって、静間城が築城されたの

は 15 世紀後葉頃と想定される。これは応仁の乱（1467 ～ 77）によって中央の権門勢力が衰えて

各地で紛争が発生し、代わりに地方領主が台頭した時期にあたる。柴田氏は全国的な城館遺跡の動

向から、15 世紀を中心とした時期にそれまでの農業生産地帯に立地した居館の廃絶や移転する動

きが相次ぎ、直接的勧農権から間接的勧農権へと変化するなかで在地領主権が格段に強化されたの

ではないかとする ( 柴田 1991)。松井氏は遠江国の山城を例にとり、威信財となる貿易陶磁や饗宴

に伴う “ かわらけ ” が集中的に出土する曲輪は平地の居館機能の一部が山城に移されたのではない

かとする。出土遺物は 15 世紀末葉から 16 世紀前葉にピークがあり、駿河今川氏による遠江侵攻

に伴う軍事的な緊張感が居館の山城移転を促す契機となった可能性を指摘する（松井 2011）。第

1 節で述べたように静間郷では上静間氏と石見吉川氏が約 60 年にわたる争論を繰り返している。

緊張関係が続くなか、それまでの平地からより防御的に有利な静間城へ居館機能を移したものと思
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われる。15 世紀中葉に比定される築城時期を遡る製品の一部は、以前の居館で使用していたもの

を運び込んだ可能性が考えられる（註 16）。

15 世紀後半から 16 世紀にかけて加わる器種として、青磁稜花皿、青花皿、備前系の輪花鉢・

筒形鉢、朝鮮陶器の舟徳利や灰青沙器の皿があり器種構成は多彩となる。全体的に白磁の比率が低

いが、16 世紀前葉に出現し中葉から急増する白磁皿 E 群が出土しなかったことで割合が低く抑え

られているものと思われる。これは青磁が貿易陶磁の 6 割近くを占める組成や 16 世紀前葉に納ま

るとした備前系擂鉢の様相とも一致する。主郭 2 の出土遺物の一部には二次的に被熱をうけた一

群があり、出土位置からＳＢ 03 と礎石建物 1 の焼失に伴って類焼した可能性が高い。この被熱し

た資料より新しい時期の遺物はなく、この火災をもって廃城したものと考えられる。16 世紀前葉

は石見銀山の開発が進み、銀山をめぐり近隣勢力が相次いで仁摩郡に攻め込む時期にあたり、静間

郷周辺の政情はきわめて不安定であった。

また 16 世紀前葉は分立した諸勢力の再編成が促される時期でもある。石見国西部を拠点とした

益田氏でも、16 世紀直前に七尾城下への集住が促され家臣団の編成が進展した可能性が指摘され

る（村上 2016）。水澤氏は越後国の動向として、方形居館から戦国期城郭に拠点を移す時期として、

15 世紀末から 16 世紀初頭頃を想定する（水澤 2009）。静間城が 16 世紀前葉の火災をもって再

利用されなかった背景には、石見国東部においても小勢力が割拠する状況から集約にむけた再編へ

の動きを示しているものと思われ、本遺跡は居館から戦国期城郭へ向かう過渡期における一様相と

して位置づけられる。

3. 備前系輪花鉢と筒形鉢について

備前焼は 13 世紀後半以降、主に壺・甕・擂鉢を焼き続けていたが、15 世紀後半になると新し

い器種が出現する。当遺跡も備前系輪花鉢と筒形鉢が出土しているが、こうした器種は茶会へ取り

入られた国内 ( 和物 ) 陶器との関わりのなかで注目されている ( 註 17)。

輪花鉢

当遺跡からは備前系輪花鉢 (14-1、16-6、33-2) が 3 個体出土している。県内では鷺浦遺跡（出雲市）

から三足付の備前系輪花鉢が埋甕の蓋に転用された状態で見つかっており（註 18）、合わせると県

内の事例は 4 例となる。当遺跡から出土した輪花鉢は伝世品の砂金袋形水指と形状が酷似している。

16 世紀前半代に出土する備前系の輪花鉢を検討した梶山氏は、16 世紀前半までの喫茶は、基本的

に茶を点
た

ててから客の待つ会所へ運ぶのを基本とし、点
て ま え

前をみせる喫茶は堺や京都・奈良の町衆に

導入されたばかりの先進的なスタイルで地方まで普及していたとは考え難いとし、寺院跡などの出

土例から香炉として作られた可能性を指摘する（梶山 2011）。香炉や火鉢の場合、底部の足や煤

の付着などは有力な傍証になり得るが、当遺跡から出土した輪花鉢はいずれも平底であり煤の付着

はみられなかった。当遺跡で出土した 3 個体のうち、2 個体は SB03 と礎石建物 1 の焼失に伴って

被熱しており複数個体を使用する状況が考えられる。

筒形鉢

備前系の筒形鉢（33-3）の類例として、県内では新宮谷遺跡（安来市）から備前系筒形鉢 1 点

が出土していることが確かめられる（註 19）。こうした筒形鉢は信楽焼や丹波焼にもみられるもの

で、曲げ物桶を模したものといわれる ( 註 20)。備前焼では武野紹鷗（1502-55）が所持したと伝

えられる水指「青海」が著名であり、当遺跡から出土した筒形鉢の外見も一見するとそれに類似す
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る。16 世紀から 17 世紀代を中心に備前焼の茶道具を検討した下村氏は、備前焼の水指・建水に

関わる表現として「長
ちょうろじこうかつちょう

蘆寺校割帳案（以下、校割帳）」（『大徳寺文書』）から大永 5 年（1526）「水

刺　備前物」と享徳元年（1528）「下水器　備前物」をあげる。ただし、「校割帳」に記載される

ものは茶道具に限定できないことから “ 侘び茶 ” 用の道具かは不明とし、日常的な喫茶用の小型水

溶器の可能性を指摘する。各地から出土した備前系の筒形鉢を、口唇部が平滑な「一重口筒形」と、

口寄せをもつ「口寄せ筒形」にわけ、一重口筒形は「水指の特徴を有した先駆的な例の可能性があ

るもの」と位置付けて、口寄せ筒形の出土例をもって「青海」の製作年代を「遅くとも天正年間

(1573 ～ 92) には生産」とすることから、口寄せ筒形は水指として作られた可能性を示唆する（下

村 2016）。

当遺跡で出土した筒形鉢（33-3）は「一重口筒形」にあたり、「青海」などにみられる口寄せ ( 蓋

受け ) はもたない。天正年間は茶道に侘びの要素が加えられ、国産（和物）陶器が茶会に取り入れ

られた時期に相当する。当遺跡の廃絶は 16 世紀前葉頃と想定されるので時期的に「校割帳」の年

代に近く、これらの記載をもって茶道具に限定できないことは当遺跡の筒形鉢にも該当する。備前

焼水指がいつまで遡及させ得るのか、また出土遺物のどこまでが範疇に入るのか、地方への伝播を

含めて現段階では定見は得られていない。

以上、当遺跡で出土した輪花鉢 3 個体と筒形鉢 1 個体は、いずれも伝世品の水指と外形は似て

いるものの、用途を絞り込むには細部の形状や時代背景の裏付けが不十分と思われる。

第３節　まとめ
　今回の調査では山城の他に古墳時代の遺構・遺物も確認されている。主郭東端及び北郭で中世遺

構面の下層から竪穴建物跡２棟、加工段３棟と建物跡にはならなかったが、多数の柱穴が検出され

た。これらの時期は古墳時代後期頃に位置づけられ、山城として使用される以前からこの丘陵が利

用されていたことが判明した。静間城跡が立地する丘陵の東側に広がる水田には平ノ前遺跡が存在

し、同時期の集落が展開されている。平ノ前遺跡では古墳時代中期～後期の灌漑用水路跡から県内

２例目となる金銅製歩揺付空玉が出土しており、朝鮮半島との関わりが指摘されている興味深い遺

跡である。静間城跡で確認された建物跡などはこの平ノ前遺跡の一部と考えられ、これと一体とな

った大規模な集落がこの地に営まれていたことが明らかとなり、当地域の古墳時代集落の様相を知

る上で貴重な成果と言える。また、古代の遺物も僅かではあるが出土していることは、古墳時代か

ら中世に至るまで、集落等が営まれ続けていたことを示している。

　静間城跡については再三述べたように、居館的な居住空間を兼ね備えた山城と評価され、恒常的

に城主等が居住していた可能性を指摘した。その存続期間は15世紀後葉～16世紀前葉と考えられ、

建物跡の規模も大きく規格性を持って建てられている。また、出土遺物は比較的多く、国産陶器と

青磁や青花などの貿易陶磁などが確認された。これら以外に鍛冶炉跡も確認されたことから主郭と

北郭では機能差や階層差が存在するものと考えられ、主郭は城主の居住空間、北郭は城主以外の家

臣等の居住または城の維持管理に必要な釘等の部材を生産するための作業場等として使用された可

能性も指摘したところである。

　上記のような構成を有する静間城跡の立地の特徴としては、南側に静間川、北側には日本海が一

望でき、海上交通やその周辺の交通路を見渡せる位置にある。このことから推測すれば、城跡がこ
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図版 1

1．調査前風景

2．主郭 2 調査前風景



図版 2

1．SB01 完掘状況

2．SB02 完掘状況



図版 3

1．SB03 完掘状況

2．SB04 完掘状況



図版 4

1．SB04・土塁１検出状況

2．礎石建物１完掘状況



図版 5

1．礎石建物２完掘状況

2．SX01 完掘状況



図版 6

1．SX02・05 完掘状況

2．土塁 1 調査状況



図版 7

1．土塁 1 土層堆積状況

2．飛礫石調査前状況



図版 8

1．飛礫石完掘状況

2．主郭２焼土範囲検出状況



図版 9

1．遺物出土状況 (1)

2．遺物出土状況 (2)



図版 10

1．遺物出土状況 (3)

2．鐸状鉄製品出土状況



図版 11

1．主郭２調査風景

2．主郭１完掘状況



図版 12

1．主郭２完掘状況

2．旧表土検出状況



図版 13

1．主郭２東側整地層及び SI01 検出状況

2．礎石建物３完掘状況



図版 14

1．1 号炉検出状況

2．1 号炉完掘状況



図版 15

1．2 号炉検出状況　

2．2 号炉完掘状況



図版 16

1．北郭鍛冶炉及び焼土検出状況

2．北郭調査風景



図版 17

1．北郭中世完掘状況

2．主郭２切岸全景



図版 18

1．SE01 断ち割り状況

2．SI01 遺物出土状況



図版 19

1．SI01 床面検出状況

2．SI01 完掘状況



図版 20

1．加工段 1 ～ 3 完掘状況

2．北郭古墳時代遺構完掘状況

加工段 3

加工段 2

加工段 1



図版 21

1．SB02・03・主郭 1 出土遺物　( 第 14・16・29 図 )

2.　SB03・主郭 1・主郭 2 出土遺物　( 第 16・29・31 図 )
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2．主郭 1 出土遺物　( 第 29 図 )

1．主郭 1 出土遺物　( 第 29 図 )
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図版 23

1．主郭 2 出土遺物 (1)　( 第 31・32 図 )

2．主郭 2 出土遺物 (2)　( 第 33 図 )
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図版 24

2．主郭 2 出土遺物 (3)　( 第 32 図 )

1．主郭 2 出土遺物 (3)　( 第 32 図 )
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図版 25

1．主郭 2 出土遺物 (4)　( 第 32 図 )　

2．主郭 2 出土遺物 (4)　( 第 32 図 )
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図版 26

1．主郭 2 出土遺物 (5)　( 第 33 図 )　

2．主郭 2 出土遺物 (6)　( 第 34 図 )　
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1．主郭 2 出土遺物 (7)　( 第 34・35 図 )　

2．主郭 2 出土遺物 (8)　( 第 36 図 )　
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1．主郭 2 出土遺物 (9)　( 第 36・37 図 )　

2．主郭 1・主郭 2(10)・1 号炉出土遺物　( 第 36・37・41・47 図 )　
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1．主郭 2 出土遺物 (11)　( 第 38 図 )　

2．主郭 2 出土遺物 (12)　( 第 39 図 )　
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1．主郭 2 出土遺物 (13)　( 第 40 図 )　



図版 31

50-1

50-8

50-12 50-7

50-9

50-10 50-11

50-2

50-3
50-5

50-6

50-1

50-8

50-12
50-7

50-9

50-10
50-11

50-2

50-3 50-5
50-6

( 内 )

( 外 )

1．北郭包含層 1 出土遺物 (1)　( 第 50 図 )　

2．北郭包含層 1 出土遺物 (1)　( 第 50 図 )　
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1．北郭包含層 1 出土遺物 (2)　( 第 50 図 )　

2．北郭包含層 1 出土遺物 (2)　( 第 50 図 )　
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1．北郭包含層 1 出土遺物 (3)　( 第 51 図 )　

2．北郭包含層 1 出土遺物 (4)　( 第 52 図 )　



図版 34

1．SE01・SI01 出土遺物　( 第 54・58 図 )　

2．SI01・北郭包含層 2 出土遺物 (1)   ( 第 58・61 図 )　
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1．北郭包含層 2 出土遺物 (2)　( 第 61 図 )　

2．北郭包含層 2 出土遺物 (3)　( 第 61 図 )　
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1．北郭包含層 2 出土遺物 (4)　( 第 61 図 )　

2．北郭包含層 2 出土遺物 (5)　( 第 62 図 )　



報　告　書　抄　録
フ リ ガ ナ シズマジョウアト
書 名 静間城跡
副 書 名
巻 次
シ リ ー ズ 名 一般国道 9 号 ( 大田静間道路 ) 改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
シ リ ー ズ 番 号 1

編 著 者 名 今岡一三　　阿部賢治

編 集 機 関 島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

所 在 地
〒 690 － 0131　島根県松江市打出町 33 番地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

℡ 0852-36-8608（代）E-mail maibun@pref.shimane.lg.jp　http://www.pref.shimane.lg.jp/maizobunkazai/
発 行 年 月 日 　西暦 2018 年 6 月 22 日

所　収

遺跡名
所　在　地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号
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32205 A387
35°
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12″

132°
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4,800 道路建設

静間城 島根県大田市

シズマチョウ

静間町

遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

静間城 山城 　中世

 　
 掘立柱建物  5 棟　
 礎石建物　3 棟
 土塁　２基
　

 土師器、土師質土器、貿易陶磁器、

 国産陶器、金属製品、石製品
山城全域を発掘調査した県内初の事例

　古墳
竪穴建物　２棟

加工段　３棟
土師器、須恵器

要　約

静間城跡は標高約27ｍの丘陵上に築かれた山城である｡主郭と北郭の2箇所の郭で構成され、掘立柱建物や礎石建物が多数検出されている。

掘建柱建物には両面または片面に庇を伴う大型の建物が存在していることから、丘陵上に築かれた居館的な居住空間を兼ね備えた山城と

言える。遺物には国産陶器の他に青磁や白磁などの貿易陶磁も多量に出土しており、遺物の年代観から 15 世紀後葉～ 16 世紀前葉頃の山

城と考えられる。

また、主郭東側と北郭では中世遺構面の下層から古墳時代の竪穴建物と加工段が検出されている。

上記のことから、古墳時代から中世までこの丘陵が集落等として利用されてきたことが判明した。　
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